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１． 栗原市の概要 

栗原市は、宮城県の北西部に位置し、平成１７年４月１日に９町１村が合併し、誕生しました。 

市の北部は、岩手県や秋田県と接し、西部から南部にかけては大崎市に、東部は登米市と隣接

しており、面積は宮城県内最大で８０４．９７ｋ㎡でありますが、その約半分は森林・原野が占

めています。令和５年３月末現在の人口は６２，６７２人で、そのうち６５歳以上の高齢者人口

は２６，２７８人、高齢化率は４１．９％と年々増加傾向にあります。 

市内の交通体系は、国道４号と東北自動車道が南北に貫き、東西には国道３９８号が交差して

おり、平成２３年１１月には、栗原圏域と登米圏域の交流や連携を強化する地域高規格道路とし

て、みやぎ県北高速幹線道路が開通しました。 

また、鉄道網についても恵まれた環境にあり、東北新幹線やＪＲ東北本線が市内を縦貫し、仙

台市や首都圏と直結しています。 

 自然環境では、市北西部に国定公園に指定されている標高１,６２６ｍの栗駒山がそびえ、その

栗駒山から迫川や二迫川、三迫川が南東に流れており、市の南東部にはラムサール条約登録湿地

である伊豆沼や内沼があり、山林や丘陵、平地、湖沼と変化に富んだ地形を形成しています。    

さらに平成２７年９月には、栗原市全域が日本ジオパークに認定され、貴重な自然遺産を抱え

る地域であることが証明されました。 

２．庁舎施設概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
名   称 栗 原 市 消 防 庁 舎 

所  在  地 栗原市築館字留場中田 111番地 1、199番地（防災駐車場） 

敷 地 面 積 庁舎・車庫・訓練施設：5,544.99㎡、防災駐車場：2,672.45㎡ 

構   造 
庁舎：鉄骨造３階建（免震構造）、車庫：鉄骨造２階建（耐震構造） 

防災倉庫：鉄骨造平屋建 

延 べ 面 積 庁舎等：3,802.80㎡、防災倉庫：211.68㎡ 

建  築  費 1,811,305,000円 

建 築 年 度 平成１７～１９年度 
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名  称 東 分 署 

所  在 
栗原市若柳字福岡小谷町浦

157番地 2 

敷地面積 2,556.0㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 

延べ面積 603.49㎡ 

建 築 費 210,165,000 円 

建築年度 平成２１年度 

備  考  

名  称 北  分  署 

所  在 
栗原市栗駒中野田町西 44 番

地 2 

敷地面積 2,500.48 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 

延べ面積 604.45㎡ 

建 築 費 234,048,000 円 

建築年度 平成２３年度 

備  考  

名  称 南 出 張 所 

所  在 栗原市瀬峰上富前 295番地 2 

敷地面積 2,000.05 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 

延べ面積 506.87㎡ 

建 築 費 177,120,000 円 

建築年度 平成２０年度 

備  考  

名   称 西 出 張 所 

所 在 地 栗原市一迫字嶋躰反町 77番地 2 

敷地面積 2,001.02 ㎡ 

構  造 鉄骨造平屋建 

延べ面積 461.76 ㎡ 

建 築 費 183,073,000 円 

建築年度 平成２２年度 

備  考  
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３．栗原市消防本部の沿革 
    年 月            内         容        

 昭和43年11月        栗原郡10カ町村が、知事に栗原地区消防事務組合の設立許可を申請。(11月15日) 

11月 宮城県知事から栗原地区消防事務組合の設置許可を受ける。 

         （11月20日 宮城県指令第15899～15908号） 

 昭和44年 4月 栗原地区消防事務組合が発足し、第1回組合議会が開催。 

      4月 消防本部及び消防署を置かなければならない市町村を定める等の政令の一部が 

        改正され、栗原郡10カ町村が政令指定になる。 

      4月 栗原地区消防事務組合消防本部を設置。（4月1日） 

 昭和45年 2月 消防本部・築館消防署庁舎が竣工。 

      3月 栗駒分署及び鶯沢出張所庁舎が竣工。 

      4月 栗原地区消防事務組合築館消防署を設置。（4月1日） 

         職員定数を72名に定め、1本部1署2分署1出張所体制で消防業務を開始。 

        （職員数57名、消防ポンプ車8台） 

      11月 若柳分署庁舎が竣工し、旧若柳町常備部庁舎から移転。 

  昭和46年 3月 職員定数を80名に改める。 

      4月 築館消防署に救急車1台を配備し、救急業務を開始。 

      6月 栗原郡10カ町村が、救急業務を行わなければならない市町村に指定される。 

     10月 栗原消防音楽隊が発足。 

  昭和47年 3月 職員定数を86名に改める。 

      4月 高清水町に南分遣所を設置。 

  昭和48年 3月 職員定数を98名に改める。 

      4月 一迫町に西分遣所を設置。 

      12月 築館消防署に救急車を1台増強し2台配備とする。化学車も配備する。 

  昭和49年 3月 職員定数を110名に改める。 

      4月 金成町に北分遣所を設置。 

      8月 鶯沢出張所を分署に昇格する。 

  昭和52年 1月 栗駒分署に救急車1台配備。 

  4月 職員定数を118名に改める。 

       5月 築館消防署に救助訓練搭を建設。 

     10月 築館消防署にマイクロバス配備。 

     11月 若柳分署に救急車1台を配備。 

  昭和53年 4月 職員定数を119名に改める。 

      7月 築館消防署特別救助隊を設立。 

     11月 築館消防署に救助工作車配備。 

  昭和54年 3月 栗原地区消防事務組合を解散。(3月31日) 

  4月 栗原地域広域行政事務組合消防本部と築館消防署が発足。(4月1日) 

      4月 職員定数を122名に改める。 

  昭和55年 3月 消防本部通信指令室を拡張し、通信指令装置を更新。 

  昭和58年 4月 隔日勤務者の勤務体制、4週5休制を採用。 

  昭和60年 4月 消防本部に防災無線ファクシミリを設置。 

  昭和62年10月 

  平成元年 3月 

  平成 5年 4月 

10月 

  平成 6年 1月 

11月 

平成10年 3月 

職員定数を125名に改める。 

4週6休制を実施。 

週休2日制の実施。総合防災情報システム端末設備の運用を開始。 

職員定数を135名に改める。 

鶯沢分署に救急車1台を配備。 

築館消防署の救助工作車を更新（Ⅱ型） 

鶯沢分署を移転。(3月5日) 栗原消防音楽隊活動を休止。(3月31日) 
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   年 月             内           容        

平成10年 4月 
平成11年 4月 
平成12年10月 
 平成13年 2月 
 平成14年 2月 
平成15年12月 

  12月 
平成17年 3月 

 4月 
4月 
10月 

平成18年 2月 
3月 
6月 
10月 

平成19年 3月 
3月 
4月 
 5月 

平成20年 3月 
6月 

 
 
 
 
 

10月 
平成21年 3月 

4月 
4月 

 
4月 
8月 
10月 
12月 

平成22年 2月 
3月 
4月 
9月 

平成23年 3月 
 
 
 

3月 
4月 
5月 
10月 

平成24年 1月 
3月 
4月 
4月 
5月 

平成25年 3月 
3月 

築館消防署の救急車1台を高規格救急車に更新。 
栗原消防音楽隊を廃止。 
築館消防署の指令車を更新。 
若柳分署の救急車を高規格救急車に更新。  
職員定数を140名に改める。 
栗駒分署の救急車を高規格救急車に更新。 
若柳分署の消防ポンプ自動車を災害対応特殊ポンプ車に更新。 
栗原地域広域行政事務組合を解散。（3月31日） 
栗原市消防本部並びに栗原市築館消防署が発足。（4月1日） 
消防本部総務課に消防団係を置き、人事教養係を廃止。 
総務部危機管理室ヘ消防団係が移管。消防庁舎建設着工。 
築館消防署の2B型救急車を高規格救急車に更新。 
職員定数を165名に改める。 
高機能消防指令センター設備工事着工。 
消防庁舎移転。（仮使用） 
高機能消防指令センター設備工事が完了し運用開始。 
鶯沢分署のBD-1型消防ポンプ自動車を改めCD-1型消防ポンプ自動車を配備。 
消防庁舎が竣工。 
消防庁舎内に併設した防災学習センターの運用を開始。 
西分遣所のBD-1型消防ポンプ自動車を改めCD-1型消防ポンプ自動車を配備。 
6月14日午前8時43分頃、岩手・宮城内陸地震が発生。市内最大震度６強、マグ
ニチュード7.2を観測。市北西部の栗駒・花山地区を中心に地滑りや土石流、山
地崩落、住宅や道路が損壊し、死者９人、行方不明者８人、その他多数の負傷
者が出た。 
県広域消防相互応援協定により県内消防本部（局）に応援要請。(6月14～23日)
消防組織法により県知事に緊急消防援助隊の応援を要請。(6月14～19日) 
南出張所庁舎の建設を着工。 
南出張所が竣工し、南分遣所を廃止。 
消防署の名称を栗原市栗原消防署に改め、南出張所の業務を開始。 
南出張所救急業務を開始。（栗原消防署配備の高規格救急車2台のうち1台を南
出張所へ配備） 
総務部危機管理室から消防団係が消防本部総務課へ移管。 
東分署庁舎の建設を着工。 
若柳分署の高規格救急車を更新。 
栗原消防署の化学車を更新。 
栗原消防署の指揮車を更新。東分署が竣工し、若柳分署を廃止。 
栗原消防署の救助工作車をⅢ型に更新。北分遣所を廃止。 
東分署業務を開始。栗原市消防団協力事業所表示証交付制度開始。 
西出張所庁舎の建設を着工。 
3月11日午後2時46分頃、東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)が発生。栗原市
は全国最大の震度7を記録。マグニチュードは9.0を観測。死者は全国で1万5千
人を超えた。市内では、住宅や道路の損壊、液状化現象、各種ライフラインの
寸断等の被害が出た。 
西出張所が竣工。 
西分遣所を廃止。 
西出張所業務開始。査察車1台、救急車1台を鶯沢分署から移転配備。 
北分署庁舎の建設を着工。 
西出張所の救急車を高規格救急車に更新。 
北分署が竣工し、栗駒分署、鶯沢分署を廃止。 
北分署業務開始。 
消防本部総務課庶務係と消防団係を統合し総務係とする。 
防災学習センター利用者1万人達成。 
栗原消防署の高規格救急車1台を更新。 
北分署の高規格救急車1台を更新。 
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   年 月             内           容        

平成26年 6月 
11月 

平成27年 1月 
 3月 
3月 
4月 

平成28年 3月 
 

3月 
9月 
12月 

平成29年 2月 
 3月 

平成30年 3月 
6月 

平成31年 1月 
令和 3年 1月 

 2月 
3月 
11月 

令和 4年 1月 
11月 

令和 5年 1月 

消防救急無線デジタル化整備工事着工。 
消防本部総務課に防災活動車1台を配備。 
南出張所の高規格救急車を更新。 
栗原消防署に水槽車1台を配備。 
消防救急無線デジタル化整備工事完了。 
消防救急無線デジタル化運用開始。 
栗原消防署の資機材搬送車両（1.5ｔ積載）を積載容量2.9ｔ可能な車両に大型
化し更新。 
東分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ-B型）を更新。 
栗原消防署に資機材搬送車両（軽搬送車）1台を配備。 
東分署の高規格救急車を更新。 
北分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ-B型）を更新。 
栗原消防署の指令車を更新（1ボックスワゴン型）。 
東分署の消防ポンプ自動車（圧縮空気泡消火装置付CD-1型）を更新。 
高機能消防指令センターの改修工事着工。 
高機能消防指令センターの改修工事完了。 
栗原消防署の高規格救急車を更新。 
南出張所の消防ポンプ自動車（圧縮空気泡消火装置付CD-1型）を更新。 
高機能消防指令センターの指令装置（情報系）を更新。 
西出張所の消防ポンプ自動車（圧縮空気泡消火装置付CD-1型）を更新。 
栗原消防署の高規格救急車を更新。 
北分署の高規格救急車を更新。 
北分署の消防ポンプ自動車（圧縮空気泡消火装置付CD-1型）を更新。 
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４．栗原市消防本部・消防署所等所在地及び管轄区域 

 

◆凡 例◆ 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

消 防 機 関 所 在 地 

名   称 所  在  地 電話番号 FAX 番号 郵便番号 

栗原市消防本部 栗原市築館字留場中田 111番地 1 
(0228） 
22-1191 

(0228) 
22-5870 

987-2272 

栗 原 消 防 署 栗原市築館字留場中田 111番地 1 22-8511 22-8514 987-2272 

東 分 署 栗原市若柳字福岡小谷町浦 157番地 2 32-2621 32-2931 989-5505 

北 分 署 栗原市栗駒中野田町西 44番地 2 45-2109 45-2135 989-5351 

南 出 張 所 栗原市瀬峰上富前 295番地 2 59-2119 59-4119 989-4563 

西 出 張 所 栗原市一迫字嶋躰反町 77番地 2 54-2120    54-2136 987-2306 

 

 

 

 周 囲  １５２km 

 東 西   ４７km 

 南 北   ４５km 

北分署管内 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年3月31日現在

地 区 名 面積(k㎡) 人口(人) 世 帯 数
1ｋ㎡当たり

人口密度(人）
1ｋ㎡当たり

世帯密度(世帯）

12,619 5,430

( 101 ) ( 70 )

11,119 4,348

( 72 ) ( 45 )

9,640 3,793

( 45 ) ( 22 )

3,390 1,360

( 196 ) ( 149 )

6,506 2,480

( 34 ) ( 16 )

4,002 1,534

( 14 ) ( 3 )

2,021 805

( 3 ) ( 0 )

5,964 2,247

( 36 ) ( 25 )

6,518 2,410

( 40 ) ( 22 )

893 409

( 9 ) ( 2 )

62,672 24,816

( 550 ) ( 354 )

※人口及び世帯数の下段（　）は外国人登録人数及び世帯数。
※平成28年10月に国土地理院から公表された栗原市の面積は804.97k㎡ですが、地区毎の面積が
　不明であることから、従前の面積を表記しております。

金額(千円) 割合(％)

500,000 101.2

219,974 113.6

1　常備消防費 22,082 101.8

2　非常備消防費 △ 976 99.5

3　消防施設費 △ 57,550 55.6

4　水防費 10,976 221.8

5　災害対策費 245,442 378.6

211.1 78.0

5.7 2.6

77.9 30.8

136.7 52.4

54.3 21.6

76.0 28.6

39.4 15.5

144.6 58.0

74.3 28.3

804.93合 計

37.23

78.45

30.88

157.45

鶯 沢

金 成

志 波 姫

花 山

23.45

87.58

29.28

栗 駒

高 清 水

一 迫

瀬 峰

５．管内地区別面積・人口・世帯数

築 館

若 柳

63.69

52.56

244.36

198.1 85.3

211.5 82.7

６. 令和５年度消防予算(当初予算)

区　　　　分
対前年度比5年度当初予算

(千円)
4年度当初予算

(千円)

一般会計総額

消　　防　　費

対一般会計構成比(%)

内
訳

42,723,000

1,842,568

4.3%

1,223,200

193,880

71,947

19,985

333,556

42,223,000

1,622,594

3.8%

1,201,118

194,856

129,497

9,009

88,114
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(　課　長　)

( 消 防 長 ） (　課　長　）

( 次　　長 ）

(　課　長　）

( 分 署 長 )

( 分 署 長 )

（ 出張所長 ）

（ 出張所長 ）

市　　　　長

西 出 張 所

救 急 係

東 分 署

警 防 係

予 防 係

救 急 係

南 出 張 所

機 械 係

救 急 係

警 防 係

消 防 本 部

予 防 係

警 防 課
警 防 係

総 務 課

指 令 係

庶 務 係

機 械 係

救 助 係

警 防 係

警 防 係

機 械 係

庶 務 係

予 防 係

( 副 署 長 ）

( 署    長 ）

北 分 署

救 急 係

庶 務 係

警 防 係

総 務 係

予 防 係

救 急 係

７．消防の組織・機構(本部、署所） 令和5年4月1日現在

予 防 係

予 防 課
予 防 係

危 険 物 係

栗原消防署



－ 9－

37

水火災その他の災害の防御計画に関すること。

消防団の組織に関すること。

33

36
消防団が使用する施設（消防水利を除く。）の整備計
画及び維持管理に関すること。

水火災その他の災害の警防活動に関すること。

26

宮城県消防協会栗原地区支部の事務に関すること。

警防課 警 防 係

39 その他消防団に関すること。

41 本部内の他の課に属さない事務に関すること。

1

35 消防団の運用及び訓練等に関すること。

31

30

3

消防相談に関すること。

消防施設（消防水利を含む。）の整備計画、維持管
理、運用及び統制に関すること。

消防本部

総務課

2

3

5

24 消防組織の管理及び職員の配置に関すること。

総 務 係

34

８．消防本部事務分掌

1

4

14

9

6

7

16

18

8

10

12

予算の編成、執行、決算及び経理に関すること。

職員の給与及び手当に関すること。

消防施設整備等総合調整に関すること。

11

消防関係財産の維持管理に関すること。

物品等の調達及び検収に関すること。

貸与品に関すること。

21

22

17

19

20

13

15

事務の総合調整及び連絡調整に関すること。

儀式、交際、行事及び会議に関すること。

公印の保管に関すること。

諸規程の立案及び制定手続きに関すること。

消防庁舎、施設の管理運営に関すること。

文書の収受、発送、編さん、保存及び廃棄に関すること。

他機関との連絡調整に関すること。

消防団員の任免、服務、表彰その他消防団員の身分に
関すること。

消防団員の公務災害補償に関すること。

公務災害に関すること。

職員の福利厚生に関すること。

防災学習センターに関すること。

消防行政広報に関すること。

職場の安全、衛生及び防火管理に関すること。

23

32

27

勤務成績の評定に関すること。

職員の勤務時間及び勤務条件に関すること。

28 消防表彰に関すること。

消防事務の諸証明及び手数料に関すること。

4

消防隊の運用計画及び消防技術の訓練指導に関するこ
と。

消防の記録及び統計に関すること。

報道機関との連絡調整に関すること。

2

消防長会及び消防協会に関すること。

事務監察に関すること。

職員の階級、任免、給与、分限、懲戒、服務及び賞罰
その他身分に関すること。

職員の研修及び資格取得に関すること。

消防団員の衛生管理及び福利厚生に関すること。

25

29

38

消防団員の貸与品に関すること。

40

消防団が使用する車両の整備計画、維持管理に関する
こと。

(　課　長　)

( 消 防 長 ） (　課　長　）

( 次　　長 ）

(　課　長　）

( 分 署 長 )

( 分 署 長 )

（ 出張所長 ）

（ 出張所長 ）

市　　　　長

西 出 張 所

救 急 係

東 分 署

警 防 係

予 防 係

救 急 係

南 出 張 所

機 械 係

救 急 係

警 防 係

消 防 本 部

予 防 係

警 防 課
警 防 係

総 務 課

指 令 係

庶 務 係

機 械 係

救 助 係

警 防 係

警 防 係

機 械 係

庶 務 係

予 防 係

( 副 署 長 ）

( 署    長 ）

北 分 署

救 急 係

庶 務 係

警 防 係

総 務 係

予 防 係

救 急 係

７．消防の組織・機構(本部、署所） 令和5年4月1日現在

予 防 係

予 防 課
予 防 係

危 険 物 係

栗原消防署

37

水火災その他の災害の防御計画に関すること。

消防団の組織に関すること。

33

36
消防団が使用する施設（消防水利を除く。）の整備計
画及び維持管理に関すること。

水火災その他の災害の警防活動に関すること。

26

宮城県消防協会栗原地区支部の事務に関すること。

警防課 警 防 係

39 その他消防団に関すること。

41 本部内の他の課に属さない事務に関すること。

1

35 消防団の運用及び訓練等に関すること。

31

30

3

消防相談に関すること。

消防施設（消防水利を含む。）の整備計画、維持管
理、運用及び統制に関すること。

消防本部

総務課

2

3

5

24 消防組織の管理及び職員の配置に関すること。

総 務 係

34

８．消防本部事務分掌

1

4

14

9

6

7

16

18

8

10

12

予算の編成、執行、決算及び経理に関すること。

職員の給与及び手当に関すること。

消防施設整備等総合調整に関すること。

11

消防関係財産の維持管理に関すること。

物品等の調達及び検収に関すること。

貸与品に関すること。

21

22

17

19

20

13

15

事務の総合調整及び連絡調整に関すること。

儀式、交際、行事及び会議に関すること。

公印の保管に関すること。

諸規程の立案及び制定手続きに関すること。

消防庁舎、施設の管理運営に関すること。

文書の収受、発送、編さん、保存及び廃棄に関すること。

他機関との連絡調整に関すること。

消防団員の任免、服務、表彰その他消防団員の身分に
関すること。

消防団員の公務災害補償に関すること。

公務災害に関すること。

職員の福利厚生に関すること。

防災学習センターに関すること。

消防行政広報に関すること。

職場の安全、衛生及び防火管理に関すること。

23

32

27

勤務成績の評定に関すること。

職員の勤務時間及び勤務条件に関すること。

28 消防表彰に関すること。

消防事務の諸証明及び手数料に関すること。

4

消防隊の運用計画及び消防技術の訓練指導に関するこ
と。

消防の記録及び統計に関すること。

報道機関との連絡調整に関すること。

2

消防長会及び消防協会に関すること。

事務監察に関すること。

職員の階級、任免、給与、分限、懲戒、服務及び賞罰
その他身分に関すること。

職員の研修及び資格取得に関すること。

消防団員の衛生管理及び福利厚生に関すること。

25

29

38

消防団員の貸与品に関すること。

40

消防団が使用する車両の整備計画、維持管理に関する
こと。
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8 宮城県総合防災情報システムの運用に関すること。

2

防災ヘリコプターの要請に関すること。

医療機関との連絡調整に関すること。

東日本高速道路株式会社との連絡調整に関すること。

22 その他課内の他の係に属さない事務に関すること。

宮城県地域衛星通信ネットワークの運用に関するこ
と。

7

4
消防事務(予防関係)の諸証明及び手数料に関するこ
と。

5

12

防災広報に関すること。

13

消防相互応援協定及び緊急消防援助隊に関すること。

自主防災組織の指導に関すること。

消防車両の燃料に関すること。

17

20

8

9

10

14

15

消防用設備等の規制に関すること。

火災及び人命危険の予防対策に関すること。

予防査察に関すること。

火災予防条例に基づく届出その他手続に関すること。

3

4

5

建築確認の同意に関すること。4

通信記録の保全に関すること。

開発行為の協議に関すること。

応急手当の普及啓発に関すること。

通信施設の整備保全に関すること。

感染予防対策に関すること。

災害通信の運用、通信統制及び指導に関すること。

災害情報の受信及び出場指令に関すること。

メディカルコントロール体制に関すること。

ドクターヘリの要請に関すること。

り災証明（火災被害）に関すること。

11
消防事務(予防関係)の諸証明及び手数料に関するこ
と。

1

民間防火組織の育成指導に関すること。

14

火災統計及び火災報告に関すること。

13 婦人防火クラブに関すること。

8

15

17

幼年及び少年消防クラブに関すること。

火災予防思想の普及及び広報に関すること。

18 その他課内の他の係に属さない事務に関すること。

危険物安全協会事務に関すること。

予 防 係

危 険 物係

10

12

危険物の規制に関すること。

火薬類の規制に関すること。

1

2

液化石油ガス、高圧ガス等の防火指導に関すること。3

16 火災予防相談に関すること。

指 令 係

9

2

7

消防情報の収集及び情報の提供に関すること。

気象情報の伝達に関すること。

予防法令に係る違反処理に関すること。

1

5

6

18

16

21

11

19

7

予防課

5

6

火災原因及び損害調査に関すること。9

3

防火管理者の資格付与及び指導に関すること。

防火対象物の安全対策に関すること。

その他通信設備等の総合企画調整に関すること。

6

警防、救急及び救助統計に関すること。

国民保護に関すること。

特別警戒及び非常災害に関すること。

消防車両の整備計画、維持管理、運用及び統制に関す
ること。

消防用資機材の研究開発及び整備管理に関すること。
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予 防 係

栗原消防署

1 消防署の事務事業計画の立案及び総合調整に関すること。

2 消防署の庶務に関すること。

3 文書の収受、発送及び引継ぎに関すること。

4 公印（消防署長が管理するものに限る。）の管理に関すること。

5 署員の勤務及び服務に関すること。

6 署員の配置、身分及び表彰に関すること。

消防統計に関すること。

10 配当予算の執行管理に関すること。

7 署内における各種会議に関すること。

8 署員の教養訓練に関すること。

13 署員の福利厚生に関すること。

庶 務 係

14 署員の安全衛生に関すること。

11 物品の出納保管に関すること。

12 消防署の施設の維持及び火気管理に関すること。

9

15 署員の安全運転管理に関すること。

16 署員の公務災害及び事故報告に関すること。

17 貸与品の使用管理に関すること。

19 他の係に属さない事務に関すること。

18 防災学習センターの運用に関すること。

1 火災等の警防対策に関すること。

2 消防地水利に関すること。

3 消防通信に関すること。

4 密集地の火災防御計画に関すること。

5 特殊建築物の火災防御計画に関すること。

6 避難訓練の指導に関すること。

7 消防隊の運用及び訓練に関すること。

10 自衛消防隊の育成指導に関すること。

8 消防演習及び訓練計画に関すること。

9 消防団の訓練指導に関すること。

11 消防隊員の安全管理に関すること。

12 消防活動及び警防検討会に関すること。

13 警防関係の火災予防条例届出に関すること。

14 警防統計に関すること。

16 その他警防業務に関すること。

1 火災予防の計画及び指導に関すること。

2 予防査察計画及び検査指導に関すること。

3 火災原因調査、損害調査及び火災報告に関すること。

4 消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。

5 防火対象物の安全措置の指導に関すること。

6 危険物施設の安全措置の指導に関すること。

 ９．栗原消防署事務分掌

警 防 係

15 自主防災組織の指導に関すること。
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14 違反対象物公表制度に関すること。

1

2

3

救助対策に関すること。

特別救助隊の運用及び訓練に関すること。

救助用資機材の管理に関すること。

救急統計に関すること。

その他救急業務に関すること。

救 急 係

6

4 医療機関等との連絡調整に関すること。

7 危険物の規制及び調査に関すること。

11 予防関係の火災予防条例届出に関すること。

8 少量危険物及び指定可燃物に関すること。

9 防火管理者及び危険物取扱者の指導に関すること。

消防車両及び機械器具の維持管理に関すること。

2 燃料の出納管理に関すること。

15 その他予防業務に関すること。

救急対策に関すること。

消防車両及び機械器具の研究に関すること。

6 消防車両及び機械器具の運用統計に関すること。

3

その他救助業務に関すること。

7 その他機械業務に関すること。

1

2

3

救急技術の訓練指導に関すること。

救急資器材の管理に関すること。

5

4

13

通信機器の保守点検に関すること。

4 機関員の技術管理に関すること。

予防関係違反処理に関すること。

火災予防思想の普及及び広報に関すること。

12

10
幼年、少年消防クラブ及び婦人防火クラブの育成指導
に関すること。

救 助 係

機 械 係

5

1
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10．消防発足からの消防職員数 

年 度 発足時 昭和 
４５ 

昭和 
４６ 

昭和 
４７ 

昭和 
４８ 

昭和 
４９ 

昭和 
５０ 

昭和 
５１ 

昭和 
５２ 

昭和 
５３ 

昭和 
５４ 

昭和 
５５ 

昭和 
５６ 

定 数 72 72 80 86 98 110 110 110 118 119 122 122 122 

職員数 57 58 80 86 98 108 110 108 108 112 116 116 115 

 吏員数 57 58 80 86 98 108 108 106 106 109 115 115 114 

 その他       2 2 2 3 1 1 1 

年 度 昭和 
５７ 

昭和 
５８ 

昭和 
５９ 

昭和 
６０ 

昭和 
６１ 

昭和 
６２ 

昭和 
６３ 

平成 
元 

平成 
２ 

平成 
３ 

平成 
４ 

平成 
５ 

平成 
６ 

定 数 122 122 122 122 122 125 125 125 125 125 125 135 135 

職員数 118 120 120 120 121 121 122 122 123 119 123 125 127 

 吏員数 117 119 119 119 120 120 121 121 122 118 122 124 126 

 その他 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

年 度 
平成 
７ 

平成 
８ 

平成 
９ 

平成 
１０ 

平成 
１１ 

平成 
１２ 

平成 
１３ 

平成 
１４ 

平成 
１５ 

平成 
１６ 

平成 
１７ 

平成 
１８ 

平成 
１９ 

定 数 135 135 135 135 135 135 135 140 140 140 140 165 165 

職員数 128 130 131 131 134 135 135 135 135 140 140 142 150 

 吏員数 127 129 130 130 133 134 134 134 134 139 139 137 145 

 その他 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 

年 度 
平成 
２０ 

平成 
２１ 

平成 
２２ 

平成 
２３ 

平成 
２４ 

平成 
２５ 

平成 
２６ 

平成 
２７ 

平成 
２８ 

平成 
２９ 

平成
３０ 

令和
元 

令和
２ 

定 数 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 

職員数 155 160 161 160 162 160 160 155 155 159 162 163 163 

 吏員数 151 156 157 156 158 156 157 153 154 158 160 161 161 

 その他 4 4 4 4 4 4 3 2 1 1 2 2 2 

年 度 
令和
３ 

令和 
４ 

令和
５ 

          

定 数 165 165 165           

職員数 161 162 161           

 吏員数 159 160 159           

 その他 2 2 2           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※発足時は、消防業務開始時点 
※昭和４５年から平成３年までは 

各年１２月３１日現在 
※平成４年以降は、各年４月１日現在 
※再任用職員は含まない 
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11．消防職員定数・現員数及び配置状況           令和5年4月1日現在 

階級別 
 
課署別 

計 消防監 
消 防 

司令長 

消 防 

司 令 

消 防 

司令補 

消 防 

士 長 

消 防 

副士長 
消防士 

その他 

の職員 
再任用 

定 数 １６５          

現 員 数 １６４ １ ８ １９ ４８ ４０ ２９ ２１ ２ ３ 

消

防

本

部 

消防長 １ １         

次 長 １  １        

総務課 １３  １ １ ３ ４  ３ １  

 

市長部

局出向 
２     ２     

県出向 ２    １ １     

初任総

合教育 
３       ３   

警防課 １７  １ ２ ４ ４ ４  １ １ 

予防課 ６  １ １ １ １ １   １ 

栗 原 消 防 署 ４６  ２ ３ １５ １２ ６ ７  １ 

東 分 署 ２２  １ ３ ７ ４ ５ ２   

北 分 署 ２２  １ ３ ７ ４ ５ ２   

南 出 張 所 １８   ３ ５ ４ ４ ２   

西 出 張 所 １８   ３ ５ ４ ４ ２   

 

 

ねじりほんにょ 

消防バージョン 

ねじりほんにょ 

制服バージョン 
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区分 計

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

職

員

区分 計

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

職

員

18歳 １年未満 3 3

19歳 3 3 1年 2 2

20歳 4 4 2年 5 5

21歳 3 3 3年 2 2

22歳 4 4 4年 4 4

23歳 3 3 5年 2 2

24歳 1 1 6年 4 1 3

25歳 1 1 7年 4 4

26歳 7 7 8年 5 1 4

27歳 6 6 9年 13 2 10 1

28歳 11 11 10年 12 4 8

29歳 6 4 2 11年 11 2 9

30歳 8 6 2 12年 10 5 5

31歳 5 5 13年 10 4 6

32歳 5 5 14年 10 5 5

33歳 7 7 15年 10 6 4

34歳 10 5 5 16年 10 10

35歳 7 3 4 17年

36歳 12 10 1 1 18年

37歳 5 5 19年 5 5

38歳 1 1 20年 3 3

39歳 6 6 21年 1 1

40歳 6 6 22年

41歳 3 3 23年 1 1

42歳 24年 3 1 2

43歳 4 4 25年 2 2

44歳 4 4 26年 2 1 1

45歳 3 3 27年 2 2

46歳 28年 1 1

47歳 5 4 1 29年 3 3

48歳 30年 2 2

49歳 2 2 31年 3 3

50歳 3 3 32年

51歳 33年 2 2

52歳 3 3 34年 2 2

53歳 2 1 1 35年 2 1 1

54歳 1 1 36年 2 1 1

55歳 4 1 3 37年 2 1 1

56歳 38年

57歳 39年

58歳 3 1 2 40年 3 1 2

59歳 3 3 41年 3 3

合  計 161 1 8 19 47 37 29 18 2 合　　計 161 1 8 19 47 37 29 18 2

平均年齢 35.5 58.0 56.9 49.7 38.4 32.1 27.4 21.2 41.5 平均年数 15.4 40.0 38.9 30.8 16.5 11.9 8.6 2.4 18.5

表12.13は、令和5年4月1日現在

※消防吏員の勤続年数は、旧栗原地域広域行政事務組合事務部局及び栗原市の他部局への出向期間を含む期間である。

※事務職員の勤続年数は、消防本部出向前及び合併前の旧町村の期間を含む。

12．消防職員階級別年齢　　 13．消防職員勤続年数　　　
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消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

計

4 7 15 11 4 41

一種 1 6 16 31 21 23 9 107

二種 3 1 4

1 8 16 39 30 17 111

1 19 37 13 70

一種 15 15

二種 1 4 6 11

1 3 4 2 1 11

1 1 2

１級 5 4 2 11

２級 3 7 19 35 37 17 118

３級 1 25 4 30

乙種４類 1 3 1 2 7

乙種６類 3 8 6 2 1 20

乙種４類 2 9 38 39 37 18 143

丙種 1 6 3 1 1 1 13

2 1 3

2 2

2 2 2 2 1 9

1 2 1 2 6

4 4

1 2 6 9 8 8 3 37

1 5 6 2 14

2 2

2 1 3

1 1 10 16 10 9 3 50

1 1 10 13 9 10 2 46

1 1 6 8

1 2 2 1 6

6 2 7 15

1 2 21 30 22 1 77

1 3 9 6 2 21

1 4 3 1 9

（限定解除含む）

普 通 免 許

5 15 9 7 39

2561 77

玉 掛 技 能 者

予 防 技 術 検 定 （ 消 防 用 設 備 等 ）

（一級・二級〔湖川小出力限定含む〕）

予 防 技 術 検 定 （ 危 険 物 ）

毒 劇 物 取 扱 責 任 者

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

衛 生 管 理 者

自

動

車

運

転

免

許
け ん 引 ( 一 種 ）

14．消防職員技術資格取得状況

大 型 免 許

救 急 救 命 士

　

大 型 特 殊 免 許 ( 一 種 ）

1 2

予 防 技 術 検 定 （ 防 火 査 察 ）

スイフトウォーターレスキューテクニシャンレベル１クラス

テクニカルロープレスキューテクニシャン

陸 上 特 殊 無 線 技 士

ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者

小型移動式クレーン運転技能資格者

足 場 の 組 立 等 作 業 主 任 者

高 圧 ガ ス 製 造 保 安 責 任 者

火 薬 類 取 扱 主 任 者

電 気 工 事 士 ( 一 種 ･ 二 種 )

特 定 化 学 物 質 等 作 業 主 任 者

危 険 物 取 扱 者

小 型 船 舶 操 縦 士
3

普 通 二 輪 免 許

中　 型　 免　 許

準　中　型　免　許

消 防 設 備 士

ボ イ ラ ー 技 師

1

階  級 

 資格種別 
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令和5年4月1日現在

協定の名称 協定年月日 協定団体・関係機関等 内　　容

東 北 自 動 車 道
消 防 相 互 応 援 協 定

昭和53年11月27日 一関市､栗原市
東北自動車道における救急業務
に関する相互応援協定について

広 域
消 防 相 互 応 援 協 定

昭和59年 8月29日 湯沢市､栗原市
火災・救急業務及びその他の災
害の応援協定について

東北自動車道宮城県
消 防 相 互 応 援 協 定

昭和63年 7月 1日

仙台市､名取市､黒川地域行政事務
組合､大崎地域広域行政事務組
合、仙南地域広域行政事務組合､
栗原市

東北自動車道における救急業務
に関する相互応援協定について

宮 城 県 広 域 消 防
相 互 応 援 協 定

平成31年 4月 1日

仙台市､名取市､亘理地区行政事務
組合､石巻地区広域行政事務組合､
塩釜地区消防事務組合､仙南地域
広域行政事務組合､大崎地域広域
行政事務組合、登米市、気仙沼･
本吉地域広域行政事務組合、黒川
地域行政事務組合､栗原市

地震風水害、山林地域での林野
火災・大災害、高層建築物の火
災等大規模災害が発生した場合
に相互に応援する協定

宮 城 県 広 域 航 空
消 防 相 互 応 援 協 定

平成31年 4月 1日

宮城県､仙台市､名取市､亘理地区
行政事務組合､石巻地区広域行政
事務組合､塩釜地区消防事務組合､
仙南地域広域行政事務組合､大崎
地域広域行政事務組合､登米市､気
仙沼･本吉地域広域行政事務組合､
黒川地域行政事務組合､栗原市

宮城県の所有する防災ヘリコプ
ターの応援に関し必要な事項を
定める協定

宮 城 県 内 航 空
消 防 応 援 協 定

平成31年 4月 1日

仙台市､名取市､石巻地区広域行政
事務組合､塩釜地区消防事務組合､
亘理地区行政事務組合､仙南地域
広域行政事務組合､大崎地域広域
行政事務組合､登米市､気仙沼･本
吉地域広域行政事務組合､黒川地
域行政事務組合､栗原市

　仙台市の所有する消防ヘリコ
プターの応援に関し必要な事項
を定める協定

宮城県防災ヘリコプ
ターを使用した大規
模特殊災害時におけ
る広域航空消防応援
に 関 す る 協 定

平成16年 4月 1日

宮城県､仙台市､名取市､岩沼市、
亘理地区行政事務組合､石巻地区
広域行政事務組合､塩釜地区消防
事務組合､仙南地域広域行政事務
組合､大崎地域広域行政事務組合､
登米市､気仙沼･本吉地域広域行政
事務組合､黒川地域行政事務組合､
栗原市

宮城県に派遣されている職員の
応援派遣に関する手続き等につ
いて定める協定

岩手・宮城県際市町
災害時相互応援協定

平成18年 7月 6日
一関市､平泉町､大船渡市､陸前高
田市､住田町､気仙沼市､南三陸町､
本吉町､登米市､栗原市

災害対策基本法第２条第１号に
規定する災害及び火災、水害そ
の他の災害

鉄道災害時における
鉄道事業者と消防機
関との連携に関する
協 定

平成21年12月25日

仙台市、名取市、岩沼市、登米
市、石巻地区広域行政事務組合、
塩釜地区消防事務組合、亘理地区
行政事務組合、仙南地域広域行政
事務組合、大崎地域広域行政事務
組合、気仙沼・本吉地域広域行政
事務組合、栗原市

鉄道災害発生時における鉄道事
業者と消防機関との、より迅速
かつ効率的な消防活動及び安全
管理体制の確保について定める
協定

16.消防応援協定
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分団数 班数

(0)

5 21 (22) 21

6 26 (4) 26

7 18 (13) 28

5 9 (4) 9

6 30 (6) 30

5 13 (3) 12

4 7 (0) 6

5 24 (1) 27

4 11 (5) 9

3 7 (12) 6

50 166 (70) 174

    ※(　)内は小型動力消防ポンプ積載車数。

   

令和5年4月1日現在

令和5年4月1日現在

(12)

45

12 (167)

113

63

1

(6)

1,403

(23)

(9)

3154

127 1

1

13班

17部

5部

6分団

18班

6分団

4部

4分団 11班

26班15部

 4部

12部

7班

9班

30班

 5部

3分団

5分団

4分団

5分団

7班

1

1

1

7分団

5分団

8

17

40

50

1

176

252

栗原市消防団

志 波 姫

合 計

 一迫地区団

13

33

 若柳地区団

17

鶯 沢

瀬 峰

 志波姫地区団

 花山地区団

14

255

 消防団本部

 栗駒地区団

 金成地区団

 鶯沢地区団

 高清水地区団

団員数(女性団員)

 瀬峰地区団

 築館地区団

18.栗原市消防団組織図

花 山

地 区 団 名

金 成

築 館

25

5分団

17.栗原市消防団の消防力現勢

高 清 水

一 迫

若 柳

栗 駒

本 部

行 政 区

38

3

消防ポンプ
自動車台数

1

178

216

176

その他小型
動力ポンプ

台数

(19)

消防団

 4部

 3部

(9)

(30)

(25)

(28)

24班

(6)

12部

21班





警  防 

 

1．栗原市消防本部通信系統図 

2．栗原市消防本部無線系統図 

3．気象観測状況 

4．消防車両等一覧表 

5．消防車両等配置状況 

6. 消防資機材配置状況 

7．消防活動状況 

8．回線別 119番受信件数 

9．災害情報案内利用状況 

10．臨時へリポート一覧 

11. 緊急消防援助隊活動状況 

12. 消防相互応援協定に基づく活動状況 

 

 

 

 

 

栗原市消防本部 通信指令センター 
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3．気象観測状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

最高気温 (℃) 7.6 10.4 20.0 28.5 27.3 34.0 36.4 35.0 30.1 27.2 21.5 10.4

最低気温 (℃) -10.5 -8.2 -5.4 -3.1 3.0 9.1 18.8 13.4 8.6 0.3 -2.4 -4.7

平均気温 (℃) -0.4 0.4 4.6 10.8 15.9 19.6 24.7 24.0 21.2 13.5 8.9 2.2 12.1

平均湿度 (％) 69.7 66.6 65.0 62.0 62.6 70.5 74.6 75.9 76.1 71.1 69.9 73.8 69.8

平均風速 (m/s) 2.5 2.7 2.6 2.2 2.3 2.1 1.4 1.3 1.3 1.6 1.8 2.0 2.0

降雨日数 (日) 7 9 11 9 7 15 13 17 10 7 7 9 10

降 水 量 (mm) 23.5 23.0 71.0 81.5 82.5 192.0 396.0 214.5 82.0 46.5 56.0 19.5 107.3

※消防本部警防課通信指令センター観測（参考値）

区　分

-0.4  
0.4  

4.6  
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速
 

平
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温
 

月別平均気温及び平均風速 
平均気温 

平均風速 
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4．消防車両等一覧表

区　分 ポンプ部

車両呼称名 メーカー・級別

栗 原 指 令 車 ﾄﾖﾀ ｴｽﾃｨﾏ 2,400cc H29年3月 6年0カ月 ミ ニ バ ン

栗 原 指 揮 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲｴｰｽ 2,700cc H22年2月 13年2カ月 国臨時交付金

栗 原 広 報 車 日産 ADバン 1,760cc H20年11月 14年4カ月 ライトバン

栗原搬送 1号車 日野　ﾃﾞｭﾄﾛ 2.9t積 H28年3月 7年1カ月 ﾊﾟﾜｰｹﾞｰﾄ付

栗原搬送 2号車 三菱　ﾐﾆｷｬﾌﾞ 660cc H28年9月 6年7カ月 軽トラック

栗原救助工作車 日野 ﾚﾝｼﾞｬｰ Ⅲ型 H22年3月 13年1カ月 国臨時交付金

泡化学
水槽1,500ℓ

栗原ポンプ1号車 日野 ﾃﾞｭﾄﾛ CD-1型 日機A-2級 H21年2月 14年1カ月 県 補 助

栗原ポンプ2号車 日野 ﾃﾞｭﾄﾛ CD-1型 モリタA-2級 H20年2月 15年2カ月 県 単 補 助

水Ⅱ型
水槽5,000ℓ

栗原救急 1号車 ﾆｯｻﾝ ﾊﾟﾗﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 R4年1月 1年2カ月 県 単 補 助

栗原救急 2号車 ﾆｯｻﾝ ﾊﾟﾗﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 R3年1月 2年3カ月 国 庫 補 助

東 広 報 車 日産 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 1,800cc H16年7月 18年9カ月 ライトバン

水Ⅰ-B型 国 庫 補 助
水槽1,500ℓ CAFS 搭 載
CD-1型 国 庫 補 助

水槽600ℓ CAFS 搭 載

東 救 急 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 H28年12月 6年4カ月 自 主 財 源

北 広 報 車 日産 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 1,800cc H16年7月 18年9カ月 ライトバン

水Ⅰ-B型 国 庫 補 助
水槽1,500ℓ CAFS 搭 載
CD-1型 国 庫 補 助

水槽600ℓ CAFS 搭 載

北 救 急 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 R4年11月 0年5カ月 自 主 財 源

南 広 報 車 日産 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 1,800cc H16年7月 18年9カ月 ライトバン

CD-1型 県 単 補 助
水槽600ℓ CAFS 搭 載

南 救 急 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 H27年1月 8年2カ月
寄 贈
一関信用金庫

西 広 報 車 日産 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 1,600㏄ H23年3月 12年0カ月 ライトバン

CD-1型 県単補助
水槽600ℓ CAFS 搭 載

西 救 急 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ 高規格 H24年1月 11年2カ月 国 庫 補 助

事 務 連 絡 車 ｽｽﾞｷ ｴﾌﾞﾘｲ 660㏄ H21年12月 13年4カ月 軽 ワ ゴ ン

防 災 活 動 車 三菱 ﾃﾞﾘｶ 2,350cc H26年11月 8年4カ月
寄 贈
日本消防協会

防 災 指 導 車 ｽｽﾞｷ ｴﾌﾞﾘｲ 660㏄ R2年6月 2年10カ月 軽 ワ ゴ ン

検 調 査 車 ｽｽﾞｷ ｽｲﾌﾄ 1,300cc H14年11月 20年5カ月 ハッチバック

防 火 広 報 車 ﾄﾖﾀ ﾊｲｴｰｽ 2,000cc H8年7月 26年9カ月
寄 贈
日本防火協会

北 ポ ン プ 車 日野 ﾃﾞｭﾄﾛ モリタA-2級 R5年1月 0年3カ月

日野 ﾚﾝｼﾞｬｰ H21年11月 13年5カ月

モリタA-2級

H28年3月

東 ポ ン プ 車 日野 ﾃﾞｭﾄﾛ モリタA-2級 H30年2月 5年1カ月

モリタA-2級東 タ ン ク 車

H27年3月 8年0カ月

規格等 備考

国臨時交付金モリタA-2級

CAFS 搭 載

栗 原 化 学 車

北 タ ン ク 車 日野 ﾚﾝｼﾞｬｰ H29年1月 6年3カ月

栗 原 水 槽 車 日野 ﾌﾟﾛﾌｨｱ モリタA-2級

7年1カ月日野 ﾚﾝｼﾞｬｰ

栗
原
消
防
署

東
分
署

北
分
署

南
出
張
所

西
出
張
所

令和5年4月1日現在

所
属

車　　名 取得年月 使用年月

警
防
課

モリタA-2級

総
務
課

モリタA-2級西 ポ ン プ 車

予
防
課

日野 ﾃﾞｭﾄﾛ R3年11月 1年4カ月

南 ポ ン プ 車 日野 ﾃﾞｭﾄﾛ R3年2月 2年2カ月
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5．消防車両等配置状況

：

： 検調査車、防火広報車、防災指導車

6

栗原搬送1号車、栗原搬送2号車

防災活動車、事務連絡車

※栗原消防署の高規格救急自動車2台のうち、1台は非常用車両として配置
　している。

3

令和5年4月1日現在

※その他の車両内訳

栗原消防署

消 防 本 部

5

1

1

1

22

1

1

1

2

317合　　計 1

1

4

3

1 3

1

1

1

1 1 12

1 41

北 分 署

南 出 張 所

1 1 1 1

1

車両別

栗原消防署

東 分 署

 署所別

化

学

消

防

車

指

令

車

指

揮

車

広

報

車

合

計

そ

の

他

救

助

工

作

車

高

規

格

救

急

自

動

車

水

槽

付

消

防

車

普

通

消

防

車

5消 防 本 部

西 出 張 所

1

1

1 5 6
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27 6 6 3 3 45

9 9

7 1 2 1 1 12

45 12 4 6 67

7 7

12 8 6 26

10 10

3 3

10 10

8 8

1 7 3 2 2 2 17

3 2 2 2 2 11

5 3 3 1 1 13

2 2

2 2

1 1

3 3

3 1 4

9 9

2 2

2 2

3 3

19 19

3 3

6 3 2 1 1 13

2 2

2 2

1 1

4 4

5 1 1 1 8

3 3

11 6 7 5 6 35

6 1 1 1 1 10

126 73 90 50 46 385

139 62 86 24 32 343

                           令和5年4月1日現在

6．消防資機材配置状況

消

防

本

部

栗
原
消
防
署

東

分

署

北

分

署

南

出

張

所

西

出

張

所

合

計

空 気 呼 吸 器
(ﾌﾟﾚｯｼｬｰﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

(デマンド)

レ ス ク マ ス ク

軽 量 空 気 ボ ン ベ （ 6.8 ㍑ 型 ）

軽 量 空 気 ボ ン ベ （ 8.4 ㍑ 型 ）

酸 素 呼 吸 器

酸 素 ボ ン ベ （ 4 ㍑ 型 ）

酸 素 ボ ン ベ （ 1.5 ㍑ 型 ）

ア セ チ レ ン ボ ン ベ （ 3 ㍑ 型 ）

油 圧 カ ッ タ ー

軽 量 空 気 ボ ン ベ （ 4.7 ㍑ 型 ）

酸 素 ボ ン ベ （ 1.8 ㍑ 型 ）

(ペダルカッターを含む)

携 帯 用 発 電 機

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

チ ェ ー ン ソ ー

緩 降 機

救 命 索 発 射 銃

溶 断 器

削 岩 機

バ ス ケ ッ ト 型 担 架

油 圧 式 救 助 器 具

可 搬 式 ウ ィ ン チ

空 気 式 救 助 マ ッ ト

救 命 ボ ー ト

耐 熱 ・ 化 学 防 護 服

エ ア ツ ー ル

携 帯 マ イ ク

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ

救 助 用 ワ イ ヤ ー は し ご

ホ ー ス
（ 65mm ）

（ 50mm ）

オ イ ル フ ェ ン ス （ 20m ）

エ ア ー テ ン ト

有 害 ガ ス 検 知 器

サ ル ベ ー ジ シ ー ト

背 負 式 水 の う

可 搬 式 小 型 動 力 ポ ン プ

署所別 

品 名 
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回数 8 4 3 2 1 5 2 1 1 27

人員 185 78 66 46 27 103 32 30 27 594

回数 4 4 1 1 2 1 1 2 16

人員 52 57 15 10 24 13 14 30 215

回数 1 1 1 2 1 6

人員 3 3 3 5 3 17

回数 2 3 1 1 1 1 4 2 15

人員 7 9 3 2 2 3 12 6 44

回数 5 7 7 2 1 2 4 5 4 37

人員 17 29 21 7 2 4 13 15 12 120

回数

人員

回数

人員

回数

人員

回数

人員

回数

人員

回数

人員

回数 2 2

人員 6 6

回数 5 5 9 3 9 7 2 9 3 3 55

人員 18 15 27 7 21 16 5 28 9 8 154

回数 5 6 9 5 3 4 32

人員 17 18 27 13 9 12 96

回数

人員

回数 3 1 1 1 6

人員 41 15 3 6 65

回数 2 1 1 4

人員 46 23 15 84

回数 34 33 32 16 17 18 7 26 11 6 200

人員 343 270 173 111 74 152 21 115 71 65 1,395

回数 203 116 111 182 129 141 48 60 100 48 1,138

人員 629 351 334 374 247 305 145 178 333 94 2,990

回数 23 62 58 32 71 29 16 30 10 21 352

人員 72 123 131 54 102 48 37 54 29 33 683

広 報 ・ 指 導 等

警 防 調 査

ガ ス 漏 れ 警 戒

自 然 災 害 警 戒

安 全 管 理 活 動

非 火 災

合 計

漏 油 警 戒

危 険 物 漏 洩 警 戒

金
 
成

一
 
迫

瀬
 
峰

鶯
 
沢

怪 煙 警 戒

火 災 警 報 器 鳴 動

火 災

救 助

管
 
外

計

  種別

地区別　 築
 
館

若
 
柳

栗
 
駒

高
清
水

7．消防活動状況

そ の 他

救 急 支 援

遭 難 捜 索

河 川 増 水 警 戒

暴 風 豪 雨 警 戒

障 害 物 除 去

高 速 道 支 援

志
波
姫

花
 
山
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 1

105 79 105 78 99 99 106 87 107 88 93 98

5 2 1 3 1 1 2 1 1 1

1

2 3 5 4 4 20 1 10 3 10 1

1 1 2 1 1

113 79 112 84 108 105 128 91 118 91 104 101

1 2 1

78 88 98 67 77 75 113 106 83 90 101 112

1 1

2 1 1 2 5 2 2 4

1

2 1 1 1 4 1 1 1 2

83 90 101 71 84 75 119 108 84 91 100 132

2 2 3 1 2 1 2 1 1

92 65 72 70 93 87 90 96 92 104 102 104

1 1 1 3 2 1

2 4 5 6 4 5 4 5 6 9 4 5

2

10 4 2 10 3 6 9 7 3 5 5 3

2 1 1 1

107 73 83 90 103 99 109 108 106 120 112 114

4 4 4 1 2 1 2 1 2

275 232 275 215 269 261 309 289 282 282 296 314

1 1 2 3 2 1 1

9 5 8 7 9 6 10 9 7 9 7 10

1 1 2

14 5 6 16 11 10 30 8 14 8 16 6

3 2 1 2 2 1

303 242 296 245 295 279 356 307 308 302 320 333

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

312 203 561 441 578 399 448 168 276 299 304 301

18

1,234

63

その他

計

2

1,144

火　災

救　急

　　　    月
 区分

Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定

救　助

上記以外の災害

間違い通報

いたずら

小計

1

14

2

19

1

6

間違い通報

小計

その他

救　助

上記以外の災害

いたずら

9

2

67

そ の 他

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

火　災

4

1,088

1,067

1,138

救　急

59

救　助

火　災

救　急

Ｉ
Ｐ
電
話
等

いたずら

間違い通報

15

上記以外の災害

3,299

救　助 11

1,224小計

火　災

計

4,290

月　別

利用数

11

合計

区
分
別
計

上記以外の災害

救　急

いたずら

8．回線別119番受信件数

3,586

9．災害情報案内利用状況

4

間違い通報 144

そ の 他

96

5

21
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令和5年4月1日現在

地  区 所在地及び施設等名称
所有者

(管理者)
連絡先

栗　駒
栗原市栗駒鳥沢山王下54-38

栗駒救急ヘリポート
栗原市長 0228-22-1122

地  区 所在地及び施設等名称
所有者

(管理者)
連絡先

栗原市築館字荒田沢41-24
築館総合運動公園陸上競技場

栗原市長 0228-22-1122

栗原市築館字下宮野町浦22
築館高校グラウンド

学校長 0228-22-3126

栗原市若柳字川南道伝前125-2
若柳野球場

栗原市長 0228-22-1122

栗原市若柳武鎗生江沢
太平洋工業若柳工場

トヨタ自動車
東日本（株）

022-765-6183

栗原市栗駒岩ヶ崎裏山221
サン・スポーツランド栗駒陸上競技場

栗原市長 0228-22-1122

栗原市栗駒沼倉耕英東95-2
くりこま荘駐車場

くりこま荘 0228-46-2036

栗原市栗駒沼倉いわかがみ平地内
いわかがみ平駐車場

宮城県知事 022-211-2354

栗原市栗駒沼倉耕英東50-1
ハイルザーム栗駒駐車場

ハイルザーム栗駒 0228-43-4100

高清水
栗原市高清水忽滑沢29-1

高清水野球場
栗原市長 0228-22-1122

一　迫
栗原市一迫柳目字曽根新土手根地内

一迫中央公園運動場
栗原市長 0228-22-1122

栗原市瀬峰大境山24－16
瀬峰総合運動場

栗原市長 0228-22-1122

栗原市瀬峰小深沢232-1
瀬峰飛行場

ブルーギア㈱
瀬峰第2工場

0228-38-4011

鶯　沢
栗原市鶯沢南郷柳沢2-3
細倉マインパーク駐車場

栗原市長 0228-22-1122

金　成
栗原市金成大平13-37

金成健康広場
栗原市長 0228-22-1122

志波姫
栗原市志波姫新沼崎地内
志波姫小学校前駐車場

栗原市長 0228-22-1116

花　山
栗原市花山字本沢稲千場2-1
花山青少年旅行村グラウンド

栗原市長 0228-22-1122

1　許可済臨時ヘリポート

10．臨時ヘリポート一覧

2　臨時ヘリポート（着陸許可申請をしていないもの）

若　柳

築　館

栗　駒

瀬　峰
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延 べ 隊 数 延 べ 人 数

10 40

3 12

2 7

丸 森 町

岩 沼 市

東北自動車道（大崎市）

災　害　の　内　容

令 和 元 年 台 風 19 号

令 和 2 年 岩 沼 市 倉 庫 火 災

令和 3年東北自動車道多重衝突事故

活動状況（令和2年岩沼市倉庫火災及び令和3年東北自動車道多重衝突事故への派遣）

登録状況

派遣状況

12．消防相互応援協定に基づく活動状況

高 規 格 救 急 車

後 方 支 援 小 隊

活動状況（令和元年台風19号被害に伴う宮城県丸森町への派遣）

登　　録　　隊 所　　　属 車　　　両

消 火 小 隊

消 防 ポ ン プ 自 動 車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車

派　　遣　　先

11．緊急消防援助隊活動状況

資 機 材 搬 送 車

救 助 小 隊

栗 原 消 防 署

救 助 工 作 車

救 急 小 隊

令和5年4月1日現在

東 分 署

北 分 署



火  災 

 

1．火災発生状況及び損害額（月別） 

2．火災発生状況及び損害額（地区別） 

3．火災件数、損害額及び焼損面積（地区別月別） 

4．火災発生状況（主な出火原因別） 

5．火災発生状況（出火時間帯別） 

6．火災発生状況（気象別） 

7．火災出場状況（月別） 

8．火災出場状況（署所別） 

9．火災件数（年別） 

10．過去５年間の火災件数（火元建物用途別） 

11．過去３年間の火災発生状況 

12．過去３年間における火災件数（月別） 

13．過去３年間の主な出火原因 

 

 

 

 

 

警防訓練の様子 
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全 　 焼

半 　 焼

部 分 焼

ぼ 　 や

全 　 焼

半 　 焼

部 分 焼

ぼ 　 や

 1
月

 2
月

 3
月

6
1

2
3

90
13

1,
93
5

1,
91
0

16
9

1
1

1
2

1

 4
月

6
2

1
3

42
9

51
11

5,
67
2

4,
80
3

83
2

37
2

3
2

1
1

2

 5
月

5
2

1
2

87
1

30
56
,7
53

56
,6
33

12
0

2
4

3
1

3
3

1
2

16
1

 6
月

2
2

18
0

9
6,
09
8

6,
09
8

1
1

1
1

1
4

 7
月

2
2

30
1

98
54
,0
80

54
,0
80

2
3

1
5

1
1

1
1

13
1

 8
月

 9
月

1
1

14
1

3
27
,1
68

27
,1
68

1
1

1
3

10
月

2
2

15
2

15
2

1

11
月

1
1

1
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（１）天候別 （２）風速別

（３）気温別 （４）湿度別

（５）風向別

※不明については、出火日時が特定できないもの。
　なお、このデータは消防本部通信指令センターで観測したもの。
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６. 火災発生状況（気象別）  
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４．火災発生状況（主な出火原因別）

５．火災発生状況（出火時間帯別）
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（１）天候別 （２）風速別

（３）気温別 （４）湿度別

（５）風向別

※不明については、出火日時が特定できないもの。
　なお、このデータは消防本部通信指令センターで観測したもの。
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 1月

 2月

 3月 6 6 24 10 1 107

 4月 6 6 20 13 1 97

 5月 5 5 21 13 3 105

 6月 2 2 10 6 2 52

 7月 2 2 10 10 2 70

 8月

 9月 1 1 6 4 1 29

10月 2 2 8 3 38

11月 1 1 4 2 1 21

12月 2 2 10 5 1 46

合計 27 27 113 66 12 565

※出場吏員数は現場参集者を除く。

1130

７．火災出場状況（月別）

ポンプ車 救急車

出場吏員数
(人)

出場件数

出場車両数(台)

指揮車等
火災件数
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2 2 
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1 

2 
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7
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出場件数 

月 

区分 
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栗原消防署 東分署 北分署 南出張所 西出張所 合　計

　出場火災件数 25 22 17 12 6 82

　出場吏員数(人) 320 97 81 40 27 565

　出場車両数(台) 101 37 25 19 9 191

　ポンプ車(台) 49 28 18 13 5 113

　指揮車等(台) 47 6 4 6 3 66

　救 急 車(台) 5 3 3 1 12

※出場吏員数は現場参集者を除く。

栗原消防署 東分署 北分署 南出張所 西出張所 合　計

　出場吏員数(人) 320 97 81 40 27 565

　出場車両数(台) 101 37 25 19 9 191

８．火災出場状況（署所別）
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　 築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

高
清
水

一
　
迫

瀬
　
峰

鶯
　
沢

金
　
成

志
波
姫

花
　
山

計

昭和47年 16 13 7 3 10 4 2 2 2 3 62

昭和48年 9 8 12 2 6 3 5 9 5 1 60

昭和49年 11 13 9 2 8 2 3 10 3 2 63

昭和50年 14 14 13 6 7 1 4 6 7 1 73

昭和51年 18 11 12 10 4 5 5 7 3 2 77

昭和52年 5 19 10 2 7 5 2 4 6 1 61

昭和53年 15 15 19 5 8 7 8 7 10 4 98

昭和54年 16 8 13 5 9 8 4 5 8 2 78

昭和55年 7 4 9 3 9 1 1 3 1 38

昭和56年 13 11 11 2 9 4 1 5 3 59

昭和57年 9 9 11 3 12 1 7 6 8 66

昭和58年 16 9 10 3 8 2 5 9 6 68

昭和59年 13 11 11 3 7 7 3 8 11 1 75

昭和60年 15 14 8 7 9 7 3 8 2 1 74

昭和61年 13 10 14 5 9 3 1 7 2 1 65

昭和62年 12 13 13 3 12 3 16 6 3 81

昭和63年 18 6 11 4 8 2 2 8 8 1 68

平成元年 17 11 12 1 11 2 7 6 1 2 70

平成 2年 8 10 7 3 12 2 14 6 5 67

平成 3年 12 9 8 8 9 2 6 7 4 65

平成 4年 8 7 5 4 8 1 2 4 4 43

平成 5年 9 9 10 5 5 7 2 6 1 1 55

平成 6年 16 8 16 5 11 5 5 10 6 3 85

平成 7年 12 11 8 4 11 4 6 7 4 2 69

平成 8年 16 12 13 4 9 2 1 8 5 70

平成 9年 9 11 11 4 6 2 2 10 2 57

平成10年 9 11 11 4 3 1 8 6 53

平成11年 11 10 8 3 4 3 4 6 4 1 54

平成12年 5 10 9 4 4 2 1 13 2 50

平成13年 12 11 13 6 7 5 6 7 10 2 79

平成14年 10 6 10 6 8 2 3 5 11 1 62

平成15年 9 13 12 4 14 7 7 4 70

平成16年 13 6 8 13 6 3 5 4 58

平成17年 16 12 13 4 8 6 2 4 2 1 68

平成18年 8 13 9 6 2 2 5 3 48

平成19年 9 12 9 6 2 4 2 3 2 49

平成20年 8 11 10 4 7 4 3 4 4 1 56

平成21年 5 12 1 2 10 4 9 2 3 48

平成22年 4 10 9 3 4 3 1 11 2 2 49

平成23年 18 13 10 3 5 2 3 6 4 64

平成24年 14 7 5 1 4 6 1 4 3 3 48

平成25年 8 10 7 10 5 4 6 5 7 62

平成26年 9 5 7 3 3 3 1 4 5 40

平成27年 11 2 7 6 5 3 1 5 4 2 46

平成28年 6 7 10 5 4 5 1 4 2 2 46

平成29年 6 5 2 6 5 2 1 2 1 30

平成30年 5 2 6 1 5 5 2 1 1 28

令和元年 13 8 9 4 5 4 5 3 5 56

令和 2年 9 7 4 3 9 5 2 4 1 1 45

令和 3年 6 5 6 2 1 1 1 3 3 28

令和 4年 8 4 3 2 1 5 2 1 1 27

計 559 488 481 204 362 186 149 313 216 53 3,011

９．火災件数（年別）

0 25 50 75 100

地 区 

年 
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H30年 R1年 2年 3年 4年 計 構成比

7 7 8 10 13 45 24.5%

農 林 水 産 業 1 1

工 業 1 1

商 業 1 1 1 1 4

サ ー ビ ス

そ の 他

計 1 3 1 1 6 3.3%

農 林 水 産 業 1 1

工 業 1 1 1 3

商 業

サ ー ビ ス 1 3 1 5

そ の 他 11 2 13

計 1 15 3 3 22 12.0%

9 25 12 14 13 73 39.7%

1 12 8 4 3 28 15.2%

3 4 2 1 1 11 6.0%

15 15 23 9 10 72 39.1%

28 56 45 28 27 184 100.0%

10．過去５年間の火災件数（火元建物用途別）

建
物
火
災

専用住宅

小　計

産
業
併
用
住
宅

産
業
用
建
物

林野火災

車両火災

その他火災

合　計

専用住宅 24.5% 

産業併用住宅 

3.3% 

産業用建物
 
12.0%

 

林野火災  15.2%  

車両火災 6.0% 

その他火災 39.1% 

構成比

年 
区分 

　 築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

高
清
水

一
　
迫

瀬
　
峰

鶯
　
沢

金
　
成

志
波
姫

花
　
山

計

昭和47年 16 13 7 3 10 4 2 2 2 3 62

昭和48年 9 8 12 2 6 3 5 9 5 1 60

昭和49年 11 13 9 2 8 2 3 10 3 2 63

昭和50年 14 14 13 6 7 1 4 6 7 1 73

昭和51年 18 11 12 10 4 5 5 7 3 2 77

昭和52年 5 19 10 2 7 5 2 4 6 1 61

昭和53年 15 15 19 5 8 7 8 7 10 4 98

昭和54年 16 8 13 5 9 8 4 5 8 2 78

昭和55年 7 4 9 3 9 1 1 3 1 38

昭和56年 13 11 11 2 9 4 1 5 3 59

昭和57年 9 9 11 3 12 1 7 6 8 66

昭和58年 16 9 10 3 8 2 5 9 6 68

昭和59年 13 11 11 3 7 7 3 8 11 1 75

昭和60年 15 14 8 7 9 7 3 8 2 1 74

昭和61年 13 10 14 5 9 3 1 7 2 1 65

昭和62年 12 13 13 3 12 3 16 6 3 81

昭和63年 18 6 11 4 8 2 2 8 8 1 68

平成元年 17 11 12 1 11 2 7 6 1 2 70

平成 2年 8 10 7 3 12 2 14 6 5 67

平成 3年 12 9 8 8 9 2 6 7 4 65

平成 4年 8 7 5 4 8 1 2 4 4 43

平成 5年 9 9 10 5 5 7 2 6 1 1 55

平成 6年 16 8 16 5 11 5 5 10 6 3 85

平成 7年 12 11 8 4 11 4 6 7 4 2 69

平成 8年 16 12 13 4 9 2 1 8 5 70

平成 9年 9 11 11 4 6 2 2 10 2 57

平成10年 9 11 11 4 3 1 8 6 53

平成11年 11 10 8 3 4 3 4 6 4 1 54

平成12年 5 10 9 4 4 2 1 13 2 50

平成13年 12 11 13 6 7 5 6 7 10 2 79

平成14年 10 6 10 6 8 2 3 5 11 1 62

平成15年 9 13 12 4 14 7 7 4 70

平成16年 13 6 8 13 6 3 5 4 58

平成17年 16 12 13 4 8 6 2 4 2 1 68

平成18年 8 13 9 6 2 2 5 3 48

平成19年 9 12 9 6 2 4 2 3 2 49

平成20年 8 11 10 4 7 4 3 4 4 1 56

平成21年 5 12 1 2 10 4 9 2 3 48

平成22年 4 10 9 3 4 3 1 11 2 2 49

平成23年 18 13 10 3 5 2 3 6 4 64

平成24年 14 7 5 1 4 6 1 4 3 3 48

平成25年 8 10 7 10 5 4 6 5 7 62

平成26年 9 5 7 3 3 3 1 4 5 40

平成27年 11 2 7 6 5 3 1 5 4 2 46

平成28年 6 7 10 5 4 5 1 4 2 2 46

平成29年 6 5 2 6 5 2 1 2 1 30

平成30年 5 2 6 1 5 5 2 1 1 28

令和元年 13 8 9 4 5 4 5 3 5 56

令和 2年 9 7 4 3 9 5 2 4 1 1 45

令和 3年 6 5 6 2 1 1 1 3 3 28

令和 4年 8 4 3 2 1 5 2 1 1 27

計 559 488 481 204 362 186 149 313 216 53 3,011

９．火災件数（年別）

0 25 50 75 100

地 区 

年 
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全 　 焼

半 　 焼

部 分 焼
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焼
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火
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発
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状
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死 　 者 ( 人 )
区 分  

年
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計

令和２年 45

令和３年 28

令和４年 27

令和２年
令和３年
令和４年

13．過去３年間の主な出火原因

1 6 8

1月 2月 3月 4月 5月 6月

1

12月7月 8月

2 2

7 11 23

5

9月 10月

21 2

2

1

2 4 3 6 2

12．過去３年間における火災件数（月別）

11月

4 2

5 2 26 6

2

風呂
かまど等たき火 枯草焼き たばこ ストーブ等

19
4
7

9
2
2

1
1 2

放火・放火
の疑い

3
4
5

2
2
1

ローソク

1
1

焼却炉

1
1

こんろ

2

2

4

6

8

10

12

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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20

たき火 枯草焼き たばこ 放火・放火

の疑い

ストーブ等 焼却炉 こんろ ローソク 風呂かまど等

出
火
件
数

令和２年 令和３年 令和４年





救 急 ・ 救 助 

 

《救 急》 

1．事故種別救急出場状況 

2．月別救急出場状況 

3．曜日別救急出場状況 

4．時間別救急出場状況 

5．地区別救急出場状況 

6．署所別救急出場状況 

7．性別・年齢別搬送状況 

8．傷病程度別搬送状況 

9．収容所要時間状況 

10．不搬送件数及び事由 

11．救急隊員の行った応急処置件数 

12．事故種別・医療機関別搬送人員 

13．東北自動車道管轄区域 

14．東北自動車道への救急出場状況 

15．年別救急出場状況及び搬送人員 

16．過去 10年間の事故種別救急出場状況 

17．救急講習実施状況 

《救 助》 

18．救助活動実施状況 

19．救助隊使用資機材等保有状況 

多数傷病者事故対応訓練 

雪山捜索救助訓練 

（令和４年度栗原市総合防災訓練） 



1．事故種別救急出場状況

出動
件数

不搬送
件　数

搬送
人員

火　　災 火災現場において直接火災に起因して生じた事故 17 16 1

自然災害
暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地
すべり、その他異常な自然現象に起因する事故

5 1 4

水　　難 水泳中の溺者又は水中転落による事故 4 1 3

交通事故
すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故もしくは交
通機関が歩行者と接触したことなどによる事故

115 14 108

労働災害
各種工場、事業場、作業所、工事現場等において就業中発生し
た事故

39 39

運動競技
運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施してい
る者・審判員及び関係者の事故

16 16

一般負傷 他に分類されない不慮の事故 483 22 461

加　　害 故意に他人によって傷害等を加えられた事故 9 10

自損行為 故意に自分自身に傷害等を加えた事故 29 11 18

急　　病 疾病によるもの 2,382 131 2,252

そ の 他
転院搬送、医師搬送、資機材搬送、その他のもの（上記の種別
に分類不能のもの、誤報、いたずら等で不明なもの）

520 12 508

3,619 208 3,420

区　　　　　分

内　　　　　　　　　　　　容事故種別

合　　　　　　　　　計

17 5 4 115 
39 16 

483 
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520 

1 4 3 108 39 16 

461 

10 18 

2,252 

508 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

事故種別救急出場状況 

出動 

件数 

搬送 

人員 



－ 41－

1．事故種別救急出場状況

出動
件数

不搬送
件　数

搬送
人員

火　　災 火災現場において直接火災に起因して生じた事故 17 16 1

自然災害
暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地
すべり、その他異常な自然現象に起因する事故

5 1 4

水　　難 水泳中の溺者又は水中転落による事故 4 1 3

交通事故
すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故もしくは交
通機関が歩行者と接触したことなどによる事故

115 14 108

労働災害
各種工場、事業場、作業所、工事現場等において就業中発生し
た事故

39 39

運動競技
運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施してい
る者・審判員及び関係者の事故

16 16

一般負傷 他に分類されない不慮の事故 483 22 461

加　　害 故意に他人によって傷害等を加えられた事故 9 10

自損行為 故意に自分自身に傷害等を加えた事故 29 11 18

急　　病 疾病によるもの 2,382 131 2,252

そ の 他
転院搬送、医師搬送、資機材搬送、その他のもの（上記の種別
に分類不能のもの、誤報、いたずら等で不明なもの）

520 12 508

3,619 208 3,420

区　　　　　分

内　　　　　　　　　　　　容事故種別

合　　　　　　　　　計

17 5 4 115 
39 16 

483 

9 
29 

2,382 

520 

1 4 3 108 39 16 

461 

10 18 

2,252 
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月
合計

304 11 3 1 43 202 44

18 2 2 14

288 11 3 1 41 188 44

245 4 2 33 2 167 37

15 2 1 1 11

232 4 2 32 1 156 37

300 1 4 8 1 33 1 2 203 47

14 1 2 1 7 3

286 4 8 1 31 1 1 196 44

241 4 3 10 2 31 4 137 50

17 4 1 2 2 7 1

226 3 11 2 29 2 130 49

294 3 14 5 1 42 3 188 37 1

22 3 2 1 14 1 1

272 12 5 1 42 2 174 36

287 2 12 5 4 30 2 189 43

14 2 1 1 10

273 12 5 4 29 1 179 43

343 4 1 10 5 3 47 3 225 45

15 3 1 2 2 1 6

328 1 8 5 3 45 2 219 45

320 1 13 4 2 38 1 5 218 38

17 1 1 1 1 13

303 12 4 2 37 1 4 205 38

319 1 7 5 3 50 4 2 191 56

17 1 3 1 12

304 7 5 3 47 5 1 180 56

310 13 4 1 47 2 206 35 2

22 3 4 13 2

288 10 4 1 43 2 193 35

317 1 8 2 1 44 2 212 44 3

22 1 1 2 1 13 1 3

296 8 2 1 42 1 199 43

339 1 5 1 45 3 2 244 38

15 1 2 1 11

324 5 1 43 3 1 233 38

3,619 17 5 4 115 39 16 483 9 29 2,382 514 6

208 16 1 1 14 22 11 131 6 6

3,420 1 4 3 108 39 16 461 10 18 2,252 508

12
月

5
月

6
月

7
月

8
月

搬送人員

2
月

3
月

4
月

不 搬 送

10
月

11
月
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害
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難
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事

故

9
月

1
月

出場件数
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転
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送

医
師
搬
送

等

搬

送

資
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材

そ

の

他
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負

傷区　分

自

然

災

害

そ　の　他

合
　
計

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

2．月別救急出場状況

    事故種別
急

　
　
病

労

働

災

害

運

動

競

技

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

搬送人員

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

不 搬 送

搬送人員

出場件数

搬送人員

出場件数

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送
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　曜日

日曜日 5 1 15 1 9 77 3 2 352 27 3 495

月曜日 2 16 7 74 4 6 356 80 545

火曜日 3 3 18 8 62 3 344 86 2 529

水曜日 2 2 12 7 1 57 4 324 85 1 495

木曜日 2 2 13 7 1 61 1 8 308 87 490

金曜日 2 22 4 1 77 2 338 89 535

土曜日 1 1 19 5 4 75 1 4 360 60 530

合　計 17 5 4 115 39 16 483 9 29 2,382 514 6 3,619
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3．曜日別救急出場状況
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その他(転院搬送) その他(医師搬送) その他(資機材搬送) 
その他(その他) 
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地
区

合 計

902 4 2 4 24 10 5 97 2 3 456 294 1

42 4 1 5 5 24 2 1

861 2 3 19 10 5 92 3 3 432 292

576 3 2 17 7 1 69 1 2 378 95 1

30 3 3 3 1 18 1 1

546 2 14 7 1 66 1 1 360 94

583 1 21 5 5 82 1 3 402 62 1

42 1 2 5 3 28 2 1

544 22 5 5 77 1 374 60

177 1 1 11 5 22 2 1 130 4

10 1 1 2 1 5

168 11 5 20 2 126 4

392 1 5 4 2 48 3 302 27

20 1 1 17 1

373 6 4 2 47 3 285 26

236 3 6 2 3 36 2 167 16 1

18 2 1 1 13 1

219 1 7 2 3 35 1 154 16

107 5 1 23 78

2 1 1

105 4 1 23 77

309 2 11 2 57 2 6 227 2

20 2 1 3 1 11 2

289 10 2 54 2 5 216

270 1 10 2 37 1 6 197 16

15 1 2 1 3 8

255 8 2 36 1 3 189 16

60 1 2 1 12 3 41

8 1 1 1 5

52 2 1 11 2 36

7 3 4

1 1

8 5 3

3,619 17 5 4 115 39 16 483 9 29 2,382 514 6

208 16 1 1 14 22 11 131 6 6

3,420 1 4 3 108 39 16 461 10 18 2,252 508

区分

築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

高
清
水

一
　
迫

瀬
　
峰

鶯
　
沢

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

金
　
成

志
波
姫

花
　
山

・
管
外

高
速
道

合
　
計

運

動

競

技

出場件数

不 搬 送

出場件数

不 搬 送

一

般

負

傷

加

　
　
害

火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

5．地区別救急出場状況

     事故種別
そ　の　他

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

等

搬

送

そ

の

他

自

損

行

為

急

　
　
病

労

働

災

害

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員

出場件数

不 搬 送

出場件数

不 搬 送

搬送人員

搬送人員

出場件数

不 搬 送

搬送人員
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男

女

9．収容所要時間状況（覚知から医療機関に収容するまでに要した時間）

区 分 計

急 病 2,252

交 通 事 故 108

一 般 負 傷 461

そ の 他 599

計 3,420

月

事由

辞退(到着前) 1 1 2 2 1 7

辞退(到着後) 5 3 4 3 5 3 7 10 6 9 5 2 62

拒 否 1 2 2 5 1 4 2 2 19

明らかな死亡 10 8 4 9 7 4 4 4 6 9 8 9 82

他車(隊)搬送 1 1 2 2 1 7

傷病者なし 1 1 2 1 1 1 2 1 10

誤報いたずら 1 1 2 4

そ の 他 1 1 3 2 1 3 2 1 1 2 17

合 計 18 15 14 17 22 14 15 17 17 22 22 15 208

6 142 2,297 943 32

2 22 386 184 5

3 19 305 128 6

1 69 35 3

120分以上

1,674

101 1,537 596 18

1,746

3,420

性 別

10分未満
10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

917 540

その他 合計

8．傷病程度別搬送状況

区        分

計

38 229 882 525

74 482 1,799 1,065

36 253

死亡 重症 中等症 軽症

10．不搬送件数及び事由

9月 10月 11月 12月5月1月 2月 3月 4月 合計6月 7月 8月

6．署所別救急出場状況

7．性別・年齢別搬送状況

その他

651 1,772 3,420

1,055 1,746

717

合計

医

師

搬

送

資
機
材
等
搬
送

合計 75 60 85 95 141 174 367

1,674

女性 29 26 35 42 65 60 144 290

53 76 114 223 361

10歳
未満

区分

男性 46 34 50

10歳
以上

20歳
以上

30歳
以上

40歳
以上

50歳
以上

60歳
以上

70歳
以上

80歳
以上

栗
原

不 搬 送

搬送人員

32 2

2 1 646 254

出場件数

3 4

1,126 7 62

56 6 1 7

2 38

そ

の

他

256118 2 5 678

急

病

転

院

搬

送

11

一

般

負

傷

加

害

1

合計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

1

1,072 1 2 1 33 11 6 115

東

出場件数 842 3 1 28 9 2 123 3 10 572 88 3

不 搬 送 46 3 3 4 1 32 3

搬送人員 797 1 25 9 2 119 4 9 540 88

北

出場件数 718 6 1 22 7 3 107 2 7 467 95 1

不 搬 送 51 6 3 7 5 28 1 1

搬送人員 669 1 21 7 3 100 2 2 439 94

南

出場件数 511 1 1 19 9 4 77 1 2 350 46 1

不 搬 送 34 1 1 7 1 21 2 1

搬送人員 481 1 21 9 4 70 1 1 330 44

西

出場件数 422 1 1 8 3 1 58 1 5 315 29

18不 搬 送 21 1

8

1

297

1

搬送人員 401 1

合
計

出場件数 3,619 17 5 4

3

1

115 39 16 483

281 57 1 5

5149 29 6

22 11

2,382

搬送人員 3,420 1 4 3

14不 搬 送 208 16 1

108 39 16 461 10 18 2,252 508

131 6 6

区分

署
所
別

事
故
種
別

自

損

行

為
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男

女

9．収容所要時間状況（覚知から医療機関に収容するまでに要した時間）

区 分 計

急 病 2,252

交 通 事 故 108

一 般 負 傷 461

そ の 他 599

計 3,420

月

事由

辞退(到着前) 1 1 2 2 1 7

辞退(到着後) 5 3 4 3 5 3 7 10 6 9 5 2 62

拒 否 1 2 2 5 1 4 2 2 19

明らかな死亡 10 8 4 9 7 4 4 4 6 9 8 9 82

他車(隊)搬送 1 1 2 2 1 7

傷病者なし 1 1 2 1 1 1 2 1 10

誤報いたずら 1 1 2 4

そ の 他 1 1 3 2 1 3 2 1 1 2 17

合 計 18 15 14 17 22 14 15 17 17 22 22 15 208

6 142 2,297 943 32

2 22 386 184 5

3 19 305 128 6

1 69 35 3

120分以上

1,674

101 1,537 596 18

1,746

3,420

性 別

10分未満
10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

917 540

その他 合計

8．傷病程度別搬送状況

区        分

計

38 229 882 525

74 482 1,799 1,065

36 253

死亡 重症 中等症 軽症

10．不搬送件数及び事由

9月 10月 11月 12月5月1月 2月 3月 4月 合計6月 7月 8月
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2,252 108 461 599 3,420

9 7 75 17 108

12 55 49 19 135

17 3 20

4 2 6

91 1 15 7 114

692 12 52 133 889

128 1 23 8 160

20 3 4 27

10 12 75 16 113

15 2 17

9 1 10

39 1 8 5 53

2,187 106 450 591 3,334

2,150 107 440 586 3,283

793 38 70 79 980

2,166 107 447 591 3,311

2,158 89 369 556 3,172

52 1 3 1 57

49 1 10 5 65

65 2 1 68

6 1 7

10,672 538 2,097 2,622 15,929

固 定

心 肺 蘇 生

酸 素 吸 入

計

　対象人員及び応急処置

応
　
　
　
　
急
　
　
　
　
処
　
　
　
　
置

血 中 酸 素 飽 和 度 の 測 定

心 電 図

計

聴診器による心音・呼吸音の聴取

　　対　　　象　　　人　　　員

止 血

そ の 他 の 応 急 処 置

血 圧 測 定

被 覆

在 宅 療 法 継 続

ショックパンツによる血圧保持

除 細 動

薬 剤 投 与

人 工 呼 吸

心 マ ッ サ ー ジ

気 道 確 保

保 温

静 脈 路 確 保 （ Ｃ Ｐ Ａ 前 ）

静 脈 路 確 保 （ Ｃ Ｐ Ａ 後 ）

ブ ド ウ 糖 投 与

血 糖 測 定

11．救急隊員の行った応急処置件数

一

般

負

傷

交

通

事

故

急

病

そ

の

他

事　故　種　別　
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国
立

そ
 
の
 
他

の 場 所

そ の 他

計 計

合
　
　
計

医 療 機 関

そ の 他 の

接
骨

院
等

国
立

計

急
　
　
　
　
病

そ
の

他

公
立

計

計

公
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．
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通
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13．東北自動車道管轄区域

長者原 
ＳⅠＣ 

築 館 
Ｉ Ｃ 

一 関 
Ｉ Ｃ 

若柳金成 
Ｉ Ｃ 至 仙台 至 盛岡 

380.9kp 391.1kp 420.3kp 402.8kp 
県境 

414.2kp 

担当区域 

10.2㎞ 11.７㎞ 17.5㎞ 

３９．4㎞ 

市境 

384.4kp 

PA
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№ 月 日
覚知
時分

種別 発　生　場　所
傷病
者数

搬送先 事故等の概要

栗原市

栗原市立栗原中央病院

栗原市

栗原市立栗原中央病院

栗原市

栗原市立栗原中央病院

大崎市

大崎市民病院救命救急センター

栗原市

栗原市立栗原中央病院

一関市

岩手県立磐井病院

栗原市

栗原市立栗原中央病院

栗原市

栗原市立栗原中央病院

1
トラック運転手が左下腹部痛がある
もの。

胸苦感、後頭部、後頚部及び腰部の
痛みがあるもの。

14. 東北自動車道への救急出場状況

5

2 8月7日 9:44 急病
高速道路東北自動車
道上り金成パーキン
グエリア

8月27日 5:20 急病 1

3 8月18日 18:53 急病

高速道路東北自動車
道上り志波姫パーキ
ングエリア

男児が発熱があり、ぐったりしてい
るもの。

高速道路東北自動車
道上り金成パーキン
グエリア

1

6

9月10日 21:33 急病 1

4

1 1月15日 12:02 交通
高速道路東北自動車
道下り393KP

3
普通乗用車と大型トラックの衝突事
故により、傷病者3名発生したも
の。

11月3日 17:33 交通
高速道路東北自動車
道下り402.5KP

2
停車中の道路標識車に軽自動車が追
突し、傷病者2名が発生したもの。

高速道路東北自動車
道上り金成パーキン
グエリア

男児が発熱と痙攣があるもの。
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15．年別救急出場状況及び搬送人員

年 出場件数 搬送人員

平成8年 1,830 1,827

平成9年 1,826 1,788

平成10年 1,961 1,924

平成11年 2,092 2,075

平成12年 2,260 2,218

平成13年 2,367 2,314

平成14年 2,344 2,310

平成15年 2,492 2,446

平成16年 2,644 2,590

平成17年 2,865 2,779

平成18年 2,848 2,773

平成19年 2,775 2,709

平成20年 2,840 2,715

平成21年 2,963 2,858

平成22年 3,287 3,117

平成23年 3,493 3,335

平成24年 3,473 3,320

平成25年 3,393 3,225

平成26年 3,536 3,376

平成27年 3,654 3,529

平成28年 3,601 3,446

平成29年 3,529 3,338

平成30年 3,463 3,286

令和元年 3,662 3,465

令和2年 3,268 3,122

令和3年 3,336 3,161

令和4年 3,619 3,420
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搬
送

人
員

出
場

件
数

搬
送

人
員

平
成

30
年

出
場

件
数

16
．

過
去

10
年

間
の

事
故

種
別

救
急

出
場

状
況

そ
の

他
  

  
 年

運 動 競 技

自 損 行 為

一 般 負 傷

加 　 　 害

急 　 　 病

そ
　

　
の

　
　

他
交 通 事 故

水 　 　 難

火 　 　 災

令
和

元
年

出
場

件
数

平
成

25
年

搬
送

人
員

出
場

件
数

出
場

件
数

自 然 災 害

平
成

28
年

出
場

件
数

搬
送

人
員

搬
送

人
員

出
場

件
数

  
  

  
事

故
種

別

搬
送

人
員

平
成

26
年



－ 53－

転
院

医
師

資
機

材

区
　

分
搬

送
搬

送
等

搬
送

5
1

1
22

4
26

25
36

6
5

25
2,

11
8

59
0

7
3,

39
3

3
22

7
26

25
34

9
5

19
1,

98
2

58
6

3
3,

22
5

5
4

22
3

15
29

36
9

10
33

2,
24

7
59

6
5

3,
53

6

4
2

22
7

15
29

35
0

9
15

2,
13

0
59

4
1

3,
37

6

9
5

23
4

40
23

41
9

7
27

2,
23

3
65

1
6

3,
65

4

5
1

25
7

40
23

40
5

7
18

2,
11

9
65

1
3

3,
52

9

15
1

22
4

40
23

40
0

8
30

2,
24

6
60

6
8

3,
60

1

8
24

6
40

23
38

2
7

20
2,

11
8

60
2

3,
44

6

14
6

21
6

24
18

36
5

9
28

2,
22

6
62

0
3

3,
52

9

1
4

21
7

24
18

34
8

5
14

2,
09

0
61

7
3,

33
8

16
18

2
46

18
40

1
6

27
2,

20
9

55
4

4
3,

46
3

5
17

0
46

19
38

8
4

10
2,

09
2

55
2

3,
28

6

28
2

2
18

9
46

22
41

7
5

21
2,

40
5

51
6

9
3,

66
2

11
1

1
17

7
44

22
39

9
4

16
2,

27
5

51
4

1
3,

46
5

20
2

14
3

33
4

45
7

4
24

2,
07

1
50

5
5

3,
26

8

9
1

14
7

33
4

43
6

3
16

1,
96

9
50

3
1

3,
12

2

13
3

13
7

32
21

43
0

5
27

2,
14

0
51

9
9

3,
33

6

6
2

14
0

32
21

40
9

4
18

2,
00

9
51

8
2

3,
16

1

17
5

4
11

5
39

16
48

3
9

29
2,

38
2

51
4

6
3,

61
9

1
4

3
10

8
39

16
46

1
10

18
2,

25
2

50
8

3,
42

0

出
場

件
数

令
和

3年
出

場
件

数

搬
送

人
員

令
和

4年
出

場
件

数

搬
送

人
員

搬
送

人
員

令
和

2年

合 　 　 計

労 働 災 害

搬
送

人
員

平
成

27
年

平
成

29
年

搬
送

人
員

出
場

件
数

搬
送

人
員

平
成

30
年

出
場

件
数

16
．

過
去

10
年

間
の

事
故

種
別

救
急

出
場

状
況

そ
の

他
  

  
 年

運 動 競 技

自 損 行 為

一 般 負 傷

加 　 　 害

急 　 　 病

そ
　

　
の

　
　

他
交 通 事 故

水 　 　 難

火 　 　 災

令
和

元
年

出
場

件
数

平
成

25
年

搬
送

人
員

出
場

件
数

出
場

件
数

自 然 災 害

平
成

28
年

出
場

件
数

搬
送

人
員

搬
送

人
員

出
場

件
数

  
  

  
事

故
種

別

搬
送

人
員

平
成

26
年
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17
．

救
急

講
習

実
施

状
況

地
区

年
次

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

回
数

人
数

令
和

02
年

14
24

5
1

16
15

26
1

令
和

03
年

5
51

3
63

8
11

4
令

和
04

年
17

14
6

1
15

1
10

8
41

9
27

59
0

令
和

02
年

令
和

03
年

1
15

1
15

令
和

04
年

令
和

02
年

2
11

2
1

15
3

12
7

令
和

03
年

1
10

1
28

2
38

令
和

04
年

4
20

1
49

2
69

7
13

8
令

和
02

年
令

和
03

年
1

12
1

12
令

和
04

年
令

和
02

年
1

40
1

57
2

97
令

和
03

年
4

44
1

46
5

90
令

和
04

年
1

38
1

38
令

和
02

年
1

15
1

15
令

和
03

年
令

和
04

年
令

和
02

年
令

和
03

年
1

12
1

5
2

17
令

和
04

年
2

22
2

22
令

和
02

年
令

和
03

年
1

14
1

14
令

和
04

年
2

35
1

50
2

51
5

13
6

令
和

02
年

令
和

03
年

2
20

2
20

令
和

04
年

1
53

1
53

令
和

02
年

令
和

03
年

1
10

1
10

令
和

04
年

1
11

1
11

令
和

02
年

15
28

5
3

16
9

1
16

2
30

21
50

0
令

和
03

年
16

17
3

2
74

5
83

23
33

0
令

和
04

年
25

22
3

1
15

1
10

3
15

2
14

58
8

44
98

8
令

和
02

年
令

和
03

年
令

和
04

年
令

和
02

年
15

28
5

3
16

9
1

16
2

30
21

50
0

令
和

03
年

16
17

3
2

74
5

83
23

33
0

令
和

04
年

25
22

3
1

15
1

10
3

15
2

14
58

8
44

98
8

※
　

築
館

地
区

に
は

、
定

期
普

通
救

命
講

習
を

含
む

。
※

　
普

通
救

命
講

習
Ⅱ

・
Ⅲ

・
上

級
及

び
普

及
員

講
習

は
、

講
習

会
開

催
地

に
記

入
。

栗
駒

合
計

瀬
峰

普
通

救
急

講
習

Ⅰ
普

通
救

急
講

習
Ⅱ

応
急

手
当

普
及

員
講

習

若
柳

合
計

鶯
沢

金
成

志
波
姫

花
山

栗
原
市

管
外
計項

目
一

般
講

習

一
迫

築
館

普
通

救
急

講
習

Ⅲ
上

級
救

命
講

習
救

命
入

門
コ

ー
ス

高
清
水
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人員等
内

救

助

隊

員

工
作
車

救
　
助

救
急
車

自
動
車

ポ
ン
プ

そ
の
他

6 3 89 46 12 3 14 3 3 4 4

3 2 41 24 10 2 9 2 2 1 4

1 1 11 11 3 6 5 1 1 3

1 1 11 11 3 1 4 1 1 1 1

5 3 64 37 21 3 12 3 2 2 5

16 10 216 129 49 15 44 10 8 9 17

20 13 287 168 44 15 54 10 15 12 17

32 20 461 296 93 28 89 17 26 16 32

36 26 524 378 123 42 119 20 35 22 42

30 23 394 265 85 23 85 15 23 19 28

38 23 542 301 88 27 96 21 31 22 22

19 12 269 148 42 15 48 9 16 10 13

33 17 447 232 73 23 75 17 25 14 18

18．救助活動実施状況

活

動

件

数

出

動

件

数

　

   種  別

件　数

うち
救

助

人

員

活
動
車
両
台
数

内

活

動

人

員

平成30年

破 裂 事 故

火 災

交 通 事 故

令和2年

風 水 害 等
自 然 災 害

水 難 事 故

令和4年

出

動

延

人

員

機械による
事 故

令和3年

建 物 等
による事故

ガ ス 及 び
酸 欠 事 故

平成27年

その他の事故

令和元年

平成28年

平成29年
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種　　別 品　　名 数量 種　　別 品　　名 数量

かぎ付きはしご 1 呼吸保護用器具 送排風機 2

三連はしご 1 耐電手袋 4

金属製折りたたみはしご又は
ワイヤーはしご

2 耐電衣 3

空気式救助マット 2 耐電ズボン 3

救命索発射銃 2 耐電長靴 3

サバイバースリング又は
救助用縛帯

5 防塵メガネ 15

平担架 2 携帯警報器 3

油圧ジャッキ 1 防毒マスク 10

油圧スプレッダー 1 耐電ヘルメット 3

可搬ウィンチ 3 陽圧式化学防護服 2

マンホール救助器具 1 化学防護服 10

マット型空気ジャッキ一式 3 除染用器具 背負蓄圧式噴霧器 2

大型油圧スプレッダー 2 救命ボート 3

緊急救出救助用ジャッキ 2 船外機 2

油圧切断機 4 救命胴衣 17

エンジンカッター 2 救命浮環 6

ガス溶断器 1 山岳救助用器具 バスケット型担架 3

チェーンソー 3 画像探索機 1

鉄線カッター 3 地中音響探知機 1

大型油圧切断機 2 熱画像直視装置 1

空気切断機 3 夜間用暗視装置 1

万能斧 4 地震警報機 1

削岩機 3 投光器一式 1

ハンマー 5 携帯投光器 10

可燃性ガス測定器 4 携帯拡声器 1

放射線測定器 2 携帯無線機 1

有毒ガス測定器 4 応急処置用セット 2

空気呼吸器 54 緩降機 1

空気補充用ボンベ 100 発電機 1

酸素呼吸器 10

エアラインマスク 1

簡易呼吸器 3

検知・測定用器具

19．救助隊使用資機材等保有状況
令和5年4月1日現在

一般救助用器具

隊員保護用器具

重量物排除用器具

水難救助用器具

呼吸保護用器具

切断用器具

高度救助用器具

破壊用器具

その他の
救助用器具



予  防 

 

1．危険物施設の現況 

2．危険物施設の申請・届出処理状況（月別） 

3．危険物施設の申請・届出処理状況（施設別） 

4．危険物施設の立入検査状況 

5．宮城県からの権限移譲事務に伴う申請・届出処理状況 

6．防火対象物の現況 

7．防火対象物の立入検査状況 

8．消防法及び火災予防条例の届出処理状況 

9．防火管理者を定めなければならない防火対象物数及び 

防火管理者・消防計画届出状況 

10．防火管理講習受講状況 

11．建築物状況（地区・階別） 

12．建築許可等の同意事務処理状況（地区・工事別） 

13．建築許可等の同意事務処理状況（地区・月別） 

14．建築許可等の同意事務処理状況（地区・用途別） 

15．婦人防火クラブ及び幼年消防クラブの現況 

16．広報活動状況 

 

 

 

 

 

 

 
（一社）宮城県消防設備協会より住宅用火災警報器寄贈 
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屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

小　計

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

移 送 取 扱 所

小　計

屋内貯蔵所 12.0%

屋外タンク貯蔵所 10.7%

地下タンク貯蔵所 26.4%

簡易タンク貯蔵所 0.2%

移動タンク貯蔵所 15.8%

屋外貯蔵所 1.3%

給油取扱所 16.7%

一般取扱所 16.9%

14.8%

令和5年4月1日現在

40

施　設　数

貯
蔵
所

　 構  成  比　　

48

69

15.7%

12.3%

21.3%

0.0%

229

44

19.8%

70.7%

1.9%

合　計 100.0%

0.0%

0.0%

13.6%

29.3%

324

51

95

１．危険物施設の現況

取
扱
所

6

製 造 所 0.0%

2 0.6%

64

施設 
 項目 

製造所 0.0% 

屋内貯蔵所 14.8% 

屋外タンク貯蔵所 

12.3% 

屋内タンク貯蔵所 

0.6% 

地下タンク貯蔵所 

21.3% 
簡易タンク貯蔵所 

0.0% 

移動タンク貯蔵所 

19.8% 

屋外貯蔵所 1.9% 

給油取扱所 13.6% 

販売取扱所 0.0% 

一般取扱所 15.7% 

移送取扱所 0.0% 
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設
置

変
更

水
圧
検
査

水
張
検
査

設
置

変
更

制
定
認
可
申
請

変
更
認
可
申
請

選
任
届

解
任
届

設
置
者
の
氏
名
等
の
変
更

軽
微
な
変
更
・
規
制
外
の
変
更

休
止
・
再
開

災
害
発
生

5 17 12 2 18 1 7 8 3 5 10 9 34 52 1 1

2 1 1 4 3 4 1

1 1 1 1 5

1 1

3 1 1 14 1

1 1 1 4 1 2

営 業 用 8 7 7 1 6 2 3 2 4 17 1

自 家 用 1 1 2

第 １ 種

第 ２ 種

8 5 9 1 1 1 1 2 3 5 29一 般 取 扱 所

合 計

 
仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
承
認
申
請

令和4年4月1日～令和5年3月31日

屋 内 貯 蔵 所

 
廃
止
届
（

転
出
含
む
）

貯
蔵
所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

移動タンク貯蔵所

３．危険物施設の申請・届出処理状況（施設別）

給
油
取
扱
所

 
完
成
検
査

 
申
請

 
譲
渡
・
引
渡
届

 
品
名
・
数
量
・
倍
数
変
更
届

 
許
可
申
請

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

 
申
請
の
取
下
げ
届

製 造 所

販
売
取
扱
所

取
扱
所

移 送 取 扱 所

 
資
料
提
出
書

 
予
防
規
程

 
完
成
検
査
前

 
検
査
申
請

 
保
安
監
督
者

 
仮
使
用
承
認
申
請

施設 

申請･届出 
1 1

1 2 2 5

1 2 4 2 2 1 1 4 17

1 2 2 2 1 1 3 12

水 圧 検 査

水 張 検 査

1 1 2

2 1 3 1 4 2 2 1 2 18

制 定 認 可 申 請 1 1

変 更 認 可 申 請 1 2 1 2 1 7

1 1 1 1 1 3 8

1 2 3

1 1 2 1 5

選 任 届 2 2 1 2 2 1 10

解 任 届 3 2 1 2 1 9

設置者の氏名等の変更 9 1 1 1 1 3 12 2 1 3 34

軽 微 な 変 更
規 制 外 の 変 更

4 3 7 5 7 2 4 6 5 3 4 2 52

休 止 ・ 再 開

災 害 発 生 1 1

２．危険物施設の申請・届出処理状況（月別） 

令和4年4月1日～令和5年3月31日

5月

設 置

仮貯蔵・仮取扱承認申請

仮 使 用 承 認 申 請

許
可
申
請

完
成
検
査

申
請

9月 合計11月 12月 1月 2月10月 3月7月 8月

完
成
検
査
前

検
査
申
請

予
防
規
程

設 置

変 更

申 請 の 取 下 げ 届

廃 止 届 （ 転 出 含 む ）

6月

変 更

品 名 ･ 数 量 ･ 倍 数 変 更 届

譲 渡 ・ 引 渡 届

4月

保
安
監
督
者

資
料
提
出
書

月 
申請･届出 
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設
置

変
更

水
圧
検
査

水
張
検
査

設
置

変
更

制
定
認
可
申
請

変
更
認
可
申
請

選
任
届

解
任
届

設
置
者
の
氏
名
等
の
変
更

軽
微
な
変
更
・
規
制
外
の
変
更

休
止
・
再
開

災
害
発
生

5 17 12 2 18 1 7 8 3 5 10 9 34 52 1 1

2 1 1 4 3 4 1

1 1 1 1 5

1 1

3 1 1 14 1

1 1 1 4 1 2

営 業 用 8 7 7 1 6 2 3 2 4 17 1

自 家 用 1 1 2

第 １ 種

第 ２ 種

8 5 9 1 1 1 1 2 3 5 29一 般 取 扱 所

合 計

 
仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
承
認
申
請

令和4年4月1日～令和5年3月31日

屋 内 貯 蔵 所

 
廃
止
届
（

転
出
含
む
）

貯
蔵
所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

移動タンク貯蔵所

３．危険物施設の申請・届出処理状況（施設別）

給
油
取
扱
所

 
完
成
検
査

 
申
請

 
譲
渡
・
引
渡
届

 
品
名
・
数
量
・
倍
数
変
更
届

 
許
可
申
請

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

 
申
請
の
取
下
げ
届

製 造 所

販
売
取
扱
所

取
扱
所

移 送 取 扱 所

 
資
料
提
出
書

 
予
防
規
程

 
完
成
検
査
前

 
検
査
申
請

 
保
安
監
督
者

 
仮
使
用
承
認
申
請

施設 

申請･届出 
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改
修
済

　
一
部
改
修

　
未
改
修

屋 内 貯 蔵 所 18 7 3 1 3

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 5

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 26 10 2 8

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 44 7 4 1 2

屋 外 貯 蔵 所 1

給 油 取 扱 所 24 4 1 2 1

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所 15 2 2

移 送 取 扱 所

133 30 12 4 14合 計

貯
蔵
所

　
立
入
検
査
数

４．危険物施設の立入検査状況

製 造 所

取
扱
所

改修状況

令和4年4月1日～令和5年3月31日
　
不
備
欠
陥
指
摘
数

区分 

施設 



－ 61－

築
館

若
柳

栗
駒

高
清

水
一

迫
瀬

峰
鶯

沢
金

成
志

波
姫

花
山

合
計

　
煙

火
消

費
許

可
申
請

1
1

2

　
火

工
品

譲
受

許
可
申
請

　
火

薬
類

譲
受

許
可
申
請
(
そ
の
他
)

　
火

薬
類

消
費

許
可
申
請
(
そ
の
他
)

　
火

薬
類

譲
受

許
可
申
請
(
2
5
k
g
以
下
)

　
火

薬
類

消
費

許
可
申
請
(
2
5
k
g
以
下
)

合
計

1
1

2

築
館

若
柳

栗
駒

高
清

水
一

迫
瀬

峰
鶯

沢
金

成
志

波
姫

花
山

合
計

　
液

化
石

油
ガ

ス
設
備
工
事
届

2
2

　
特

定
液

化
石

油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
開
始
届

1
1

　
特

定
液

化
石

油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
変
更
届

1
1

　
特

定
液

化
石

油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
廃
止
届

1
1

合
計

2
1

2
5

５
．

宮
城

県
か

ら
の

権
限

移
譲

事
務

に
伴

う
申

請
・

届
出

処
理

状
況

令
和
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月
3
1
日

令
和
4
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月
3
1
日

(
1
)
 
火
薬
類
取
締
法
に
関
す
る
移
譲
事
務

(
2
)
 
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
移
譲
事
務

申
請

 

届
出
 

地
区

 

地
区

 



－ 62－

築

館

若

柳

栗

駒

高

清

水

一

迫

瀬

峰

鶯

沢

金

成

志

波

姫

花

山

合
　
計

イ　劇場・映画館等 4 1 1 6

ロ　公会堂・集会場等 9 9 8 3 3 2 5 5 2 46

イ　キャバレー・カフェー等

ロ　遊技場・ダンスホール 4 1 1 1 7

ハ　性風俗関連特殊営業を営む店舗

二　カラオケボックス等 1 1

イ　待合・料理店等 1 1

ロ　飲食店 31 9 7 1 2 1 4 3 1 59

4 百貨店・マーケット等 39 26 19 5 6 4 13 11 123

イ　旅館・ホテル等 16 8 7 1 1 1 4 20 58

ロ　寄宿舎・共同住宅等 64 38 18 6 5 6 5 22 1 165

イ　病院・診療所・助産所 13 10 5 2 5 4 1 2 3 1 46

ロ　老人短期入所施設等 17 24 11 7 12 4 3 18 7 1 104

ハ　老人デイサービスセンター等 15 13 11 2 12 4 5 7 6 1 76

ニ　幼稚園・特別支援学校等 2 2 1 4 1 10

7 学校･各種学校等 27 13 10 2 13 9 2 3 4 2 85

8 図書館･博物館･美術館等 3 2 2 1 1 1 10

イ　公衆浴場で蒸気浴場等

ロ　イ以外の公衆浴場 1 1 1 3

10 停車場・発着場 1 1 2

11 神社・寺院・教会等 7 8 8 3 6 3 5 40

イ　工場・作業場 101 59 44 43 36 18 37 50 27 415

ロ　映画・テレビスタジオ

イ　自動車車庫・駐車場 7 2 1 1 2 2 1 3 2 21

ロ　飛行機格納庫等

14 倉庫 66 37 33 42 35 16 28 32 11 3 303

15 前各号に該当しない事業所 134 64 83 63 56 27 32 132 33 15 639

イ　特定複合用途防火対象物 32 20 28 4 14 1 1 9 8 6 123

ロ　非　　　　　〃 27 8 8 2 2 4 3 3 8 2 67

16の2 地下街

16の3
建築物の地階で連続して地下道に面
して設けられたものと当該地下道と
を合わせたもの

17 重要文化財 1 2 1 1 1 3 3 12

18 50メートル以上のアーケード

19 市町村長の指定する山林

20 省令の指定する舟車

620 354 306 187 215 105 121 301 155 58 2,422合　計

3

5

9

6

６．防火対象物の現況
令和5年4月1日現在

12

13

16

1

2

地区 

用途 
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改
修
済

　
一
部
改
修

　
未
改
修

イ　劇場・映画館等

ロ　公会堂・集会場等 6 5 3 2

イ　キャバレー・カフェー等

ロ　遊技場・ダンスホール 1 1 1

ハ　性風俗関連特殊営業を営む店舗

二　カラオケボックス等

イ　待合・料理店等 1 1

ロ　飲食店 13 12 2 4 6

4 百貨店・マーケット等 37 24 8 5 11

イ　旅館・ホテル等 10 7 5 1 1

ロ　寄宿舎・共同住宅等 13 6 1 5

イ　病院・診療所・助産所

ロ　老人短期入所施設等 19 13 5 2 6

ハ　老人デイサービスセンター等 16 10 5 2 3

ニ　幼稚園・特別支援学校等 2 1 1

7 学校･各種学校等 3 3 1 1 1

8 図書館･博物館･美術館等 3 1 1

イ　公衆浴場で蒸気浴場等

ロ　イ以外の公衆浴場 1

10 停車場・発着場 1

11 神社・寺院・教会等 7 6 1 2 3

イ　工場・作業場 49 35 7 3 25

ロ　映画・テレビスタジオ

イ　自動車車庫・駐車場 2 2 2

ロ　飛行機格納庫等

14 倉庫 50 24 5 2 17

15 前各号に該当しない事業所 111 78 12 66

イ　特定複合用途防火対象物 20 15 3 3 9

ロ　非　　　　　〃 8 4 1 1 2

16の2 地下街

16の3
建築物の地階で連続して地下道に面し
て設けられたものと当該地下道とを合
わせたもの

17 重要文化財 2 1 1

18 50メートル以上のアーケード

19 市町村長の指定する山林

20 省令の指定する舟車

375 248 56 31 162

　
立
入
検
査
数

　
不
備
欠
陥
指
摘
数

1

16

6

合　計

9

12

13

７．防火対象物の立入検査状況

令和4年4月1日～令和5年3月31日

改修状況

3

5

2

用途 

区分 
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築

館

若

柳

栗

駒

高

清

水

一

迫

瀬

峰

鶯

沢

金

成

志

波

姫

花

山

合

計

1 防火管理者選任（解任）届 37 29 23 9 11 7 10 14 17 6 163

2 消防計画作成（変更）届 55 41 36 12 19 10 15 19 19 8 234

3
圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は取
扱いの開始（廃止）届

5 1 2 1 9

4
消防用設備等（特殊消防用設備等）
設置届

41 21 29 15 18 6 10 18 34 6 198

5 工事整備対象設備等着工届 11 6 4 2 5 2 5 11 46

6 防火対象物使用開始届 49 27 22 14 17 14 10 27 13 7 200

7 火を使用する設備設置届 3 7 6 1 4 1 5 12 4 1 44

8
燃料電池発電設備・変電設備・発電
設備・蓄電池設備設置届

6 5 2 3 1 4 3 1 25

9 水素ガス充てん気球設置届

10
火災とまぎらわしい煙又は火炎を発
するおそれのある行為の届

28 30 18 12 30 13 3 9 7 6 156

11 催物開催届 1 1 2

12 煙火打上げ・仕掛け届 3 5 2 6 1 4 1 22

13 少量危険物貯蔵、取扱い届 10 10 3 3 5 5 5 41

14 指定可燃物貯蔵、取扱い届 4 1 1 6

15 道路工事・露店の開設届 24 29 31 4 5 4 1 3 8 8 117

16 水道断水・減水届 7 5 2 1 15

17 ネオン管灯設備設置届

18 指定洞道等届

280 212 183 78 122 57 65 118 120 43 1,278合　計

８．消防法及び火災予防条例の届出処理状況

令和4年4月1日～令和5年3月31日

地区 

届出 
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A
B

C
A

B
C

A
B

C
A

B
C

A
B

C
A

B
C

A
B

C
A

B
C

A
B

C
A

B
C

A
B

C

イ
 劇

場
・

映
画

館
等

2
1

1
1

1
1

1
2

2
4

ロ
 公

会
堂

・
集

会
場

等
5

5
5

9
9

9
8

8
8

3
3

3
3

3
3

2
2

2
5

5
5

5
5

5
1

1
1

41
41

41
イ

 キ
ャ

バ
レ

ー
・

カ
フ

ェ
ー

等

ロ
 遊

技
場

・
ダ

ン
ス

ホ
ー

ル
2

2
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
5

5
5

ハ
 性

風
俗

関
連

特
殊

営
業

を
営

む
店

舗

二
 カ

ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク

ス
等

1
1

1
1

1
1

イ
 待

合
・

料
理

店
等

1
1

ロ
 飲

食
店

28
24

24
9

7
7

4
4

4
1

1
1

1
1

1
4

4
4

3
3

3
1

1
1

51
45

45
4

百
貨

店
・

マ
ー

ケ
ッ

ト
等

26
26

26
18

16
16

16
16

16
3

3
3

6
6

6
3

3
3

9
9

9
9

8
8

90
87

87
イ

 旅
館

・
ホ

テ
ル

等
4

4
4

3
3

3
8

8
8

1
1

1
2

2
2

19
19

19
37

37
37

ロ
 寄

宿
舎

・
共

同
住

宅
等

5
4

4
2

2
2

1
1

1
2

2
2

1
1

1
11

10
10

イ
 病

院
・

診
療

所
・

助
産

所
5

5
5

4
3

3
3

3
3

1
1

1
3

3
3

5
4

4
1

1
1

2
2

2
24

22
22

ロ
 老

人
短

期
入

所
施

設
等

15
14

14
23

23
23

11
11

11
6

6
6

12
12

12
4

4
4

3
3

3
17

17
17

4
3

3
1

1
1

96
94

94
ハ

 老
人

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

等
11

11
11

12
12

12
6

6
6

2
2

2
5

5
5

2
2

2
4

4
4

2
2

2
1

1
1

1
1

1
46

46
46

ニ
 幼

稚
園

・
特

別
支

援
学

校
等

1
1

1
2

2
2

1
1

1
1

1
1

5
5

5
7

学
校

･各
種

学
校

等
7

6
6

5
5

5
5

5
5

2
2

2
13

13
13

9
9

9
1

1
1

1
1

1
3

3
43

45
45

8
図

書
館

･博
物

館
･美

術
館

等
2

2
2

2
2

2
1

1
1

1
1

1
2

2
2

1
1

1
9

9
9

イ
 公

衆
浴

場
で

蒸
気

浴
場

等

ロ
 イ

以
外

の
公

衆
浴

場
1

1
1

1
1

1
2

2
2

10
停

車
場

・
発

着
場

11
神

社
・

寺
院

・
教

会
等

4
4

4
5

5
5

6
5

5
1

3
3

3
2

2
2

4
4

4
25

23
23

イ
 工

場
・

作
業

場
20

20
20

13
13

13
2

2
2

15
15

15
2

2
2

1
1

1
12

12
12

12
12

12
2

2
2

79
79

79
ロ

 映
画

・
テ

レ
ビ

ス
タ

ジ
オ

イ
 自

動
車

車
庫

・
駐

車
場

2
2

2
2

2
2

ロ
 飛

行
機

格
納

庫
等

14
倉

庫
2

1
1

9
9

9
14

14
14

1
1

1
26

25
25

15
前

各
号

に
該

当
し

な
い

事
業

所
46

25
25

9
9

9
23

23
23

7
7

7
13

13
13

5
4

4
15

15
15

2
2

2
8

8
8

7
7

7
13
5
11
3
11
3

イ
 特

定
複

合
用

途
防

火
対

象
物

32
36

38
9

7
7

17
17

17
6

5
5

10
10

10
1

1
1

1
1

1
2

2
2

8
8

8
5

5
5

91
92

94
ロ

 非
　

　
　

　
　

〃
15

15
15

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

19
19

19
16

の
2
地

下
街

16
の

3
建

築
物

の
地

階
で

連
続

し
て

地
下

道
に

面
し

て
設

け
ら

れ
た

も
の

と
当

該
地

下
道

と
を

合
わ

せ
た

も
の

17
重

要
文

化
財

3
3

3
3

3
3

18
５

０
メ

ー
ト

ル
以

上
の

ア
ー

ケ
ー

ド

19
市

町
村

長
の

指
定

す
る

山
林

20
省

令
の

指
定

す
る

舟
車

22
9
20
5
20
9
12
7
11
9
11
9
11
4
11
3
11
3

59
56

56
76

76
76

33
31

31
60

60
60

61
61

61
45

46
46

40
40

40
84
4
80
7
81
1

合
計

9 12 136 16

※
　

区
分

欄
　

A：
防

火
管

理
者

を
定

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
防

火
対

象
物

数
、

B：
防

火
管

理
者

選
任

数
、

C：
消

防
計

画
届

出
数

合
計

1 3

鶯
沢

金
成

志
波

姫
花

山

2 5９
．

防
火

管
理

者
を

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

防
火

対
象

物
数

及
び

防
火

管
理

者
･消

防
計

画
届

出
状

況
令
和
5年

4月
1日

現
在

築
館

若
柳

栗
駒

高
清

水
一

迫
瀬

峰
地

区
 

用
途
 



－ 66－

年　度 講習種別

昭和46～61年度 1,050 名 16 回

甲種 145 名 2 回

乙種 8 名 2 回

甲種 65 名 1 回

乙種 4 名 1 回

平成 2年度 甲種 76 名 1 回

平成 3年度 甲種 92 名 1 回

平成 4年度 甲種 98 名 1 回

平成 5年度 甲種 63 名 1 回

平成 6年度 甲種 78 名 1 回

平成 7年度 甲種 61 名 1 回

平成 8年度 甲種 69 名 1 回

平成 9年度 甲種 66 名 1 回

平成10年度 甲種 52 名 1 回

平成11年度 甲種 50 名 1 回

平成12年度 甲種 59 名 1 回

平成13年度 甲種 51 名 1 回

平成14年度 甲種 59 名 1 回

平成15年度 甲種 48 名 1 回

平成16年度 甲種 46 名 1 回

甲種 73 名 1 回

甲種(再講習) 27 名 1 回

平成18年度 甲種 52 名 1 回

平成19年度 甲種 62 名 1 回

平成20年度 甲種 69 名 1 回

平成21年度 甲種 68 名 1 回

平成22年度 甲種 75 名 1 回

平成23年度 甲種 56 名 1 回

平成24年度 甲種 98 名 1 回

平成25年度 甲種 87 名 1 回

平成26年度 甲種 81 名 1 回

平成27年度 甲種 73 名 1 回

平成28年度 甲種 73 名 1 回

平成29年度 甲種 57 名 1 回

平成30年度 甲種 60 名 1 回

令和元年度 甲種 54 名 1 回

令和 2年度

令和 3年度 甲種 57 名 1

令和 4年度 甲種 50 名 1 回

甲種 3,373 名 51 回

甲種(再講習) 27 名 1 回

乙種 12 名 3 回

10．防火管理講習受講状況

※甲種の受講者数合計及び実施回数合計は、昭和46年度から昭和61年度の数値を含む。
※平成21年度から、一般財団法人日本防火・防災協会に委託し実施している。

受講者数

平成17年度

実施回数

合　計

中　　止

平成元年度

昭和62～63年度
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１階 ２階 ３階 計

築 館 41 15 6 1 63 11 11

若 柳 13 1 14 5 1 6

栗 駒 7 2 1 10 1 3 4

高 清 水 3 2 5

一 迫 5 1 6 1 1

瀬 峰 3 2 2 7 2 2

鶯 沢 2 2 2 2

金 成 3 1 2 6 7 7

志 波 姫 5 1 1 7 3 3

花 山 2 2 2 2

合　計 84 24 12 2 122 34 4 38

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山

　３階 41 13 7 3 5 3 2 3 5 2

　４階 15 1 2 2 1 2 1

　５階 6 1 2 2 1

　6階～10階 1

　11階以上

  11．建築物状況（地区・階別）
　　　　　　　　　令和5年4月1日現在

３　階 ４　階 ５　階
６ 階から
10階まで

１１階以上 計
地　　　階

地区名 

階別 

10

20

30

40

50

60

70

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山 

件
数
 

３階 ４階 ５階 6階～10階 11階以上 
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新　　築 34 10 16 5 7 1 6 10 89

増　　築 3 3

改　　築

移　　転

修　　繕

模 様 替

用途変更 1 1 2

計画通知

許可認定 6 1 1 1 1 10

40 12 18 5 7 1 10 11 104

1 2 1 1 1 1 1 8

6 3 1 10

4 1 1 3 2 1 12

2 1 1 3 1 8

2 3 1 1 7

4 1 4 9

8 1 2 1 2 14

3 3 6

2 1 2 1 2 8

3 2 2 7

3 3 3 9

2 2 2 6

40 12 18 5 7 1 10 11 104

12．建築許可等の同意事務処理状況（地区・工事別）

13．建築許可等の同意事務処理状況（地区・月別）
令和4年4月1日～令和5年3月31日

令和4年4月1日～令和5年3月31日

　９月

　４月

　５月

花
　
山

合
　
計

鶯
　
沢

合　計

１０月

１１月

１２月

　１月

　２月

　３月

高
清
水

一
　
迫

瀬
　
峰

　６月

　７月

　８月

築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

花
　
山

合
　
計

鶯
　
沢

金
　
成

志
波
姫

金
　
成

志
波
姫

合　計

瀬
　
峰

築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

高
清
水

一
　
迫

申
　
請
　
要
　
旨

地区 

工事 

地区 

月 
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築
　
館

若
　
柳

栗
　
駒

高
清
水

一
　
迫

瀬
　
峰

鶯
　
沢

金
　
成

志
波
姫

花
　
山

合
　
計

イ　劇場・映画館等

ロ　公会堂・集会場等 1 1 2

イ　キャバレー・カフェー等

ロ　遊技場・ダンスホール 1 1

ハ　性風俗関連特殊営業を営む店舗

二　カラオケボックス等

イ　待合・料理店等

ロ　飲食店

4 百貨店・マーケット等 2 2 2 6

イ　旅館・ホテル等

ロ　寄宿舎・共同住宅等 1 1

イ　病院・診療所・助産所 1 1 2

ロ　老人短期入所施設等 1 2 3

ハ　老人デイサービス等 1 1

二　幼稚園・特別支援学校等

7 学校･各種学校等 1 1

8 図書館･博物館･美術館等

イ　公衆浴場で蒸気浴場等

ロ　イ以外の公衆浴場

10 停車場・発着場

11 神社・寺院・教会等

イ　工場・作業場 4 1 3 8

ロ　映画・テレビスタジオ

イ　自動車車庫・駐車場

ロ　飛行機格納庫等

14 倉庫 6 5 1 1 13

15 前各号に該当しない事業所 3 5 3 1 4 7 1 24

イ　特定複合用途防火対象物

ロ　非　　　　　〃

16の２ 地下街

16の３
建築物の地階で連続して地下道に面して設けら
れたものと当該地下道とを合わせたもの

17 重要文化財

18 50メートル以上のアーケード

19 市町村長の指定する山林

20 総務省令で定める舟車

21 4 2 4 2 1 1 7 42

40 12 18 5 7 1 10 11 104合　計

5

9

12

そ　の　他　の　建　築　物　等

13

16

6

1

3

2

14．建築許可等の同意事務処理状況（地区・用途別）

令和4年4月1日～令和5年3月31日

地区 

用途 
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令和5年4月1日現在

備　考

班数 会員数 クラブ数 クラブ員数

築 館 23 1,201 2 76

若 柳 4 210 1 70

栗 駒 14 383 1 26

高 清 水 4 68 1 12

一 迫 16 1,090 1 33

瀬 峰 9 74 1 23

鶯 沢 8 814 1 15

金 成 18 752 1 21

志 波 姫 8 485 1 45

花 山 11 160 1 4

合 計 115 5,237 11 325

延べ回数
出向

延べ人員

6 回 12 人

139 回 336 人

 回  人

145 回 348 人

任命式を含む。

15．婦人防火クラブ及び幼年消防クラブの現況

16．広報活動状況

婦人防火クラブ 幼年消防クラブ

令和4年4月1日～令和5年3月31日

広報活動内容

　防火防災講習

　自衛消防訓練指導

　幼年消防クラブ指導

合　計

備　考

防火映写会を含む。

消火器取扱訓練を含む。

区分 

地区 



そ の 他 

 

1．防災学習センター利用状況 

2．栗原市消防団協力事業所表示証交付事業所数 

 

 

 

 

防災学習センター見学の様子 

消防団による倒壊家屋救出救護訓練 

 （令和４年度栗原市総合防災訓練） 
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１．防災学習センター利用状況

　⑴　月別利用状況 令和4年4月1日～令和5年3月31日

利　用
人　員

４月

５月

６月

７月 4 69

８月 3 46

９月 3 26

10月 4 49

11月 6 87

12月

１月 2 67

２月

３月

合　計 22 344

　⑵　年度別利用状況

利　用
人　員

平成20年度 69 1,670

平成21年度 61 1,542

平成22年度 69 1,711

平成23年度 29 727

平成24年度 51 1,043

平成25年度 38 829

平成26年度 40 613

平成27年度 46 1,127

平成28年度 52 1,183

平成29年度 53 1,309

平成30年度 44 1,169

令和元年度 50 1,320

令和２年度 7 67

令和３年度 2 16

令和４年度 22 344

合　計 633 14,670

※栗原市防災学習センターは平成19年5月27日に開館

※新型コロナウイルスにより令和2年から利用制限あり

1 1 9 11

2 1 20 3 2 22

3 7 10 5 19

2 4 18 1 6 22

4 6 12 6 24

自主防災組
織

1

5 17

12

1

　

　

1

1

1

1

婦人防火
ク ラ ブ

2

25

7

学校行事 子ども会

1

2

学校行事

20

15

自主防災
組織

18

1

婦人防火
ク ラ ブ

7

4

10

12

17

そ の 他子ども会

2

9

1

2

自 治 会

2

4

その他

1

2

自治会

1

3

4

21

251

7

3

9

15

14

1

51

2

26

18

14

12

11

6 2

104 187 16 24

26

17

4

7

8 1 11

4 3

1 1

団体別 

月別 団体数 

団体別 

年度別 団体数 
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 ２.栗原市消防団協力事業所表示証交付事業所数

新規更新 失効数 総数 築館 若柳 栗駒 高清水 一迫瀬峰鶯沢金成 志波姫 花山

平成22年度 23 1 22 7 2 1 8 1 3

平成23年度 8 30 8 4 2 2 9 1 4

平成24年度 21 1 29 8(7) 4(2) 2(1) 2 8(7) 1(1) 4(3)

平成25年度 6 8 35 8(1) 4(2) 2(1) 2(2) 8(1) 1 6 4(1)

平成26年度 2 21 37 9(7) 4(2) 2(1) 2 8(7) 1(1) 6 1 4(3)

平成27年度 14 37 9(1) 4(2) 2(1) 2(2) 8(1) 1 6(6) 1 4(1)

平成28年度 21 2 35 9(8) 4(2) 2(1) 2 6(5) 1(1) 6 1(1) 4(3)

平成29年度 12 2 33 9(1) 4(2) 2(1) 1(1) 5 1 6(6) 1 4(1)

平成30年度 21 33 9(8) 4(2) 2(1) 1 5(5) 1(1) 6 1(1) 4(3)

令和元年度 1 12 1 33 9(1) 4(2) 2(1) 1(1) 5 1 6(6) 1 4(1)

令和２年度 3 20 1 35 11(8) 5(2) 2(1) 1 5(5) 1(1) 6 4(3)

令和３年度 1 10 3 33 11(1) 6(2) 2(1) 1(1) 5 1 3(3) 4(2)

令和４年度 22 33 11(10)6(3) 2(1) 1 5(5) 1(1) 3 4(2)

事業所数

※平成22年4月1日から制度開始。
※認定期間は、認定の日から2年間のため、2年毎に更新を行っています。
※()はうち更新事業所数。

年度
地区別総数内訳

ねじりほんにょ

消防団バージョン
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